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紫
紺
会
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
会
長
を

仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
、
木
村
で
す
。
会

報
誌
発
行
に
あ
た
り
一
言
、
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
紫
紺
会
活
動
、
ま
た
、

付
属
中
学
、
高
校
、
敬
愛
幼
稚
園
、
学
園
大

学
に
対
す
る
ご
支
援
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
と
共
に
始
ま
っ
た
会
長
活
動
も
、
早
４

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
昨
年
交
替
す
べ
く
、
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
会
長
選
考

委
員
会
の
時
、
代
表
幹
事
の
皆
様
の
ご
好
意
に
よ
り
、
会
長
と
し
て
の
活
動
が

出
来
な
か
っ
た
の
で
は
と
「
思
い
や
っ
て
い
た
だ
き
」、
1
年
間
続
投
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
1
年
は
ど
う
に
か
色
々
な
行
事
を
執
り
行
う
事

が
出
来
ま
し
た
。
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
会
長
の
役
得
の
一
つ
に
学
園
の
行
事
へ
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
１
年
も
卒
業
式
、
入
学
式
に
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
さ

ん
に
お
伝
え
す
べ
き
は
、
一
年
ま
た
は
二
年
あ
る
い
は
三
年
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
学

園
生
活
を
ま
と
も
に
過
ご
す
事
が
出
来
な
い
生
徒
の
皆
さ
ん
が
い
た
事
で
す
。

卒
業
生
の
挨
拶
を
聞
く
中
で
、
三
年
間
の
口
惜
し
さ
を
滲
ま
せ
な
が
ら
も
、
周

り
へ
の
思
い
や
り
、
気
配
り
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い
た
事
に
、
何
度
も
胸
が
、

目
頭
が
熱
く
な
る
思
い
を
い
た
し
、
良
い
体
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
事
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
同
窓
生
の
若
者
を
立
派
な
社
会
人
と
し
て
、
社
会
に
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
る

力
と
し
て
、
紫
紺
会
に
何
が
出
来
る
か
を
皆
で
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
学
園
設
立
80
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
先
に
歴
代
会
長
10
名
に
て
式
典

に
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。「
師
弟
同
行
、自
由
闊
達
、全
学
一
家
」
の
も
と
、英
知
・

気
品
・
剛
気
を
心
に
紫
紺
会
、
学
園
、
中
学
、
高
校
の
益
々
の
発
展
の
た
め
に
卒

業
生
２
万
人
余
り
の
人
の
力
で
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
生
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

卒
業
生
約
２
万
人
の
力
で
母
校
の
発
展
へ
尽
力

熊
本
学
園
大
学
付
属
中
学
・
高
等
学
校
同
窓
会　

紫
紺
会

会
長　

木
村　

光
男
（
16
期
）

同窓会長あいさつ

熊
本
学
園
大
学
付
属
中
学
・
高
等
学
校　

校
長　

高
橋　

裕
文

　

本
年
度
は
、
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
5

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
ま
た
、
感
染
者
数

も
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
災
禍
の
影

響
で
自
粛
し
て
い
た
活
動
も
、
ほ
ぼ
、
コ

ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
第
９
波
」
と
い
う
言
葉
も
散
見
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
完
全
に
気
を
緩
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
９
月
30
日

〜
10
月
１
日
に
は
、
本
校
生
が
最
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
行
事
、
紫
紺
祭
を
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
形
に
戻
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
２
年
生
が
担
当
し
た
食
バ
ザ
ー

も
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
校
で
は
現
在
、
校
内
で
「
深

学
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
通
称
「
深
プ
ロ
」）

と
呼
ん
で
い
る
探
究
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
生
徒
が
個
人
、
あ
る

い
は
グ
ル
ー
プ
で
深
く
掘
り
下
げ
て
み

た
い
テ
ー
マ
を
選
び
、
行
政
機
関
や
企

業
、
大
学
な
ど
の
専
門
家
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
答
え
を
求
め
る
た
め

の
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
、
と
い

う
も
の
で
す
。
地
元
の
テ
レ
ビ
局
や
新

聞
社
に
よ
っ
て
そ
の
活
動
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、「
ガ
ク
フ
の
深
プ

ロ
」
に
対
す
る
認
知
度
は
高
ま
り
つ
つ

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組

み
を
始
め
て
４
年
ほ
ど
と
な
り
ま
す
が
、

今
春
に
、
中
高
合
同
の
発
表
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
2
・
3
年
生
が
半
年
間
か
け

て
深
学
科
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
調
べ
た
内
容

や
取
り
組
み
を
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
、

各
ブ
ー
ス
で
発
表
す
る
と
い
う
形
を
と

り
ま
し
た
。
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た

が
、
中
高
合
わ
せ
て
1
4
0
0
人
と
教

職
員
が
様
々
な
テ
ー
マ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

熊本大学
鹿児島大学
佐賀大学
長崎大学
宮崎大学
福岡教育大学
横浜国立大学
広島大学
九州大学
九州工業大学
大分大学
琉球大学
茨城大学
北海道教育大学釧路校
北海道大学
金沢大学
富山大学
埼玉大学
静岡大学
京都教育大学
岡山大学
山口大学
筑波大学
国立大 総計

26
8
8
8
7
6
2
3
3
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

87

5
4
1

1

2

1

1
15

31
12
9
8
8
6
4
3
3
3
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
102

※上記大学は、国公立大学、早慶上理、GMARCH、関
関同立及び合格者多数大学の順で掲載してあります。
その他多くの大学・専修学校等に合格されています。
詳細をご覧になりたい方は、ぜひ本校ホームページ
よりご覧ください。

国立大学 現役 過卒 計
熊本学園大学
福岡大学
崇城大学
近畿大学
熊本保健科学大学
西南学院大学
福岡工業大学
九州ルーテル学院大学
龍谷大学
兵庫大学
帝京大学
東京農業大学
九州看護福祉大学
久留米大学
日本大学
京都産業大学
武蔵野美術大学
中村学園大学
関西外国語大学
九州産業大学
尚絅大学
中京大学
獨協大学
長崎国際大学
明治学院大学
東海大学
私立大 総計

82
52
44
14
35
17
11
12
11
10
9
9
9
9
9
6
7
5
4
4
4
4
4
4
4
3
511

9
9
26

3
3

1
1

3

1
78

82
61
53
40
35
20
14
12
11
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10
10
9
9
9
9
7
5
4
4
4
4
4
4
4
4
589

私立大学 現役 過卒 計
熊本県立大学
長崎県立大学
下関市立大学
神戸市看護大学
横浜市立大学
京都市立芸術大学
山陽小野田市立
山口東京理科大
名桜大学
広島市立大学
高崎経済大学
公立大 総計

24
5
2
1
1
1

1

1

36

1

1
1
3

25
5
2
1
1
1

1

1
1
1
39

公立大学 現役 過卒 計

2023 年度入試  合格者数 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
議
論
す
る
様
子
は
、
ま

さ
に
師
弟
同
行
の
精
神
を
象
徴
す
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
深
プ
ロ

の
活
動
に
関
し
て
は
本
校
O
B
の
方
々

に
も
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

　

 

進
学
実
績
に
関
し
て
も
、
例
年
と
違

わ
ぬ
成
果
を
あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
国

公
立
大
学
に
関
し
て
は
、
１
４
１
名
の

合
格
者
を
出
し
（
う
ち
現
役
生
１
２
３

名
）、
こ
の
と
こ
ろ
ず
っ
と
県
内
の
私
立

高
校
で
は
最
多
の
数
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
ま
た
私
立
大
学
に
関
し
て
も
５
８

９
名
で
、
最
難
関
大
学
に
も
現
役
合
格

者
を
出
す
な
ど
、
大
い
に
奮
闘
し
て
く

れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
下
記
の
一
覧
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

部
活
動
に
お
い
て
も
、
中
学
生
は
陸

上
部
の
生
徒
が
私
学
陸
上
競
技
大
会
で

最
優
秀
選
手
賞
受
賞
、
ま
た
、
九
州
中

学
校
体
操
競
技
大
会
で
男
子
体
操
部
が

団
体
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、
秀
で
た
結

果
を
残
し
て
い
ま
す
。
高
校
の
方
で
も

体
育
系
で
は
、
ボ
ー
ト
部
男
子
が
３
種

目
、
女
子
が
２
種
目
で
、
テ
ニ
ス
部
女
子

が
３
種
目
で
、
体
操
部
も
男
子
２
種
目
、

女
子
１
種
目
で
全
国
大
会
出
場
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
う
れ
し
か
っ
た

の
が
、
本
校
に
部
が
存
在
し
な
い
新
体

操
、
少
林
寺
拳
法
の
個
人
競
技
で
全
国

大
会
出
場
を
成
し
遂
げ
て
く
れ
た
生
徒

達
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
文
化
系

で
も
、
囲
碁
部
、
放
送
部
、
百
人
一
首
同

好
会
が
栄
え
あ
る
全
国
大
会
出
場
を
果

た
し
て
く
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
日
々
の

ひ
た
む
き
な
努
力
が
結
実
し
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
付
属
中
学
校
、
高
等
学
校
の
生

徒
達
は
、
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
伝

統
を
汚
さ
ぬ
よ
う
、
日
々
精
進
を
重
ね
て

い
る
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

中
高
活
動
報
告

　

紫
紺
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

第
12
代
校
長
に
就
任

し
ま
し
た
、
高
橋
裕

文
で
す
。
付
属
高
校

に
24
年
間
、
付
属
中

学
校
に
12
年
間
勤
務
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
紫
紺
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
大
変
活
躍
さ

れ
、
本
当
に
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
在
校
生
の

活
動
に
も
積
極
的
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
現
在
、
高
校
１
年
生
が
第
65
期
生
、
中
学
１
年

生
が
13
期
生
で
す
。
中
学
生
、
高
校
生
と
も
に
元
気
に
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。
部
活
動
で
は
、
高
校
ボ
ー
ト
部
が
全

国
高
校
総
体
で
男
女
ア
ベ
ッ
ク
の
第
４
位
を
飾
り
、
中
学

校
男
子
体
操
部
が
、
九
州
大
会
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

他
の
多
く
の
部
活
動
で
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
70
回
N
H
K
杯
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

放
送
部
３
年
生
山
﨑
南
さ
ん
が
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
全

国
３
位
に
相
当
す
る
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
体

育
系
だ
け
で
な
く
、
文
化
系
で
も
活
躍
す
る
生
徒
も
出
て

き
ま
し
た
。
す
べ
て
に
お
い
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生
徒
が

出
て
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
大
学
入
試
も
今
、
年
内
入
試
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら

い
、
年
明
け
の
一
般
入
試
よ
り
年
内
の
入
試
で
定
員
を
確

保
す
る
状
況
が
進
ん
で
い
ま
す
。
大
き
く
分
け
て
、
学
校

推
薦
型
選
抜
と
総
合
型
選
抜
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の

総
合
型
選
抜
で
は
、
受
験
生
の
提
出
書
類
の
ほ
か
、
面
接

や
論
文
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
課
し
、
受
験
生
の

能
力
・
適
性
や
学
習
に
対
す
る
意
欲
な
ど
に
つ
い
て
、
時
間

を
か
け
て
総
合
的
に
評
価
さ
れ
ま
す
。
勉
強
だ
け
で
は
足

り
ま
せ
ん
。
何
が
問
題
な
の
か
、
ど
ん
な
解
決
方
法
が
あ

卒
業
生
の
存
在
を
実
感
し
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
を

学校長あいさつ

る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
解
決
に
い
た
る
の
か
な
ど
を
考
え
、

対
応
で
き
る
力
を
試
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
校
で
は
「
総
合
的
な
探
求
の
時
間
」
を
「
深

学
科
プ
ロ
グ
ラ
厶
」
と
名
付
け
、
校
内
で
は
、
「
深
プ
ロ
」
と

呼
ん
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
決
め
、
そ
の
問

題
点
を
検
討
し
、
解
決
策
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
ま
と
め
、
発
表
し
て
い
く
活
動
で
す
。
自
ら
調
べ
、
自
ら

考
え
、
自
ら
発
信
す
る
と
い
う
流
れ
で
す
。
学
校
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
社
会
に
出
て
、
い
ろ
い
ろ
な
企
業
や
生
産
者
の

方
と
お
話
を
し
な
が
ら
、
と
き
に
は
市
役
所
の
担
当
課
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
深
プ
ロ
」
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
「
N
E
X
T

　

N
E
X
U
S
」
と
い
う
活
動
名
で
、
廃
棄
さ
れ
る
食
材

を
再
利
用
す
る
企
画
は
、
県
内
の
熊
日
新
聞
や
ロ
ー
カ
ル

番
組
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
着
を

土
代
わ
り
に
使
っ
て
、
植
物
や
野
菜
を
育
て
る
企
画

「
R
E
C
L
O
T
H
」
は
、
全
国
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組

「
T
H
E 

T
I
M
E
」
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
企
画
は
、
生
産
者
・
製
造
者
・
販
売
者
を
繋
い

で
、
一
つ
の
製
品
を
作
り
上
げ
、
販
売
し
て
、
持
続
可
能
な

活
動
に
近
づ
け
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
で
す
。
生
徒
た
ち

の
活
動
意
欲
や
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
は
、
頭
が
下
が
り
ま
す
。

今
回
の
「
N
E
X
T　

N
E
X
U
S
」
で
は
、
大
同
青
果
の

月
田
さ
ん
（
16
期
生
）
や
木
村
の
あ
ら
れ
の
木
村
会
長

（
16
期
生
）
に
と
て
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

紫
紺
会
の
皆
さ
ん
と
、
今
後
と
も
こ
う
い
う
繋
が
り
が

続
き
、
在
校
生
た
ち
が
卒
業
生
の
存
在
を
実
感
し
、
感
謝

し
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
大
人
に
育
ち
、
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

本
校
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
紫
紺
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
学
付
へ
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



私立大学 現役 過卒 計
早稲田大学
慶応義塾大学
上智大学
東京理科大学
明治大学
青山学院大学
立教大学
中央大学
法政大学
関西大学
関西学院大学
同志社大学
立命館大学

3
3
1
1
4
4
1
3
2
2
4
7
12

1
1
1

2

6

5

3
4
2
2
4
4
1
3
4
2
10
7
17

SHIKON №33 23

　

紫
紺
会
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
会
長
を

仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
、
木
村
で
す
。
会

報
誌
発
行
に
あ
た
り
一
言
、
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
紫
紺
会
活
動
、
ま
た
、

付
属
中
学
、
高
校
、
敬
愛
幼
稚
園
、
学
園
大

学
に
対
す
る
ご
支
援
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
と
共
に
始
ま
っ
た
会
長
活
動
も
、
早
４

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
昨
年
交
替
す
べ
く
、
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
会
長
選
考

委
員
会
の
時
、
代
表
幹
事
の
皆
様
の
ご
好
意
に
よ
り
、
会
長
と
し
て
の
活
動
が

出
来
な
か
っ
た
の
で
は
と
「
思
い
や
っ
て
い
た
だ
き
」、
1
年
間
続
投
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
1
年
は
ど
う
に
か
色
々
な
行
事
を
執
り
行
う
事

が
出
来
ま
し
た
。
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
会
長
の
役
得
の
一
つ
に
学
園
の
行
事
へ
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
１
年
も
卒
業
式
、
入
学
式
に
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
さ

ん
に
お
伝
え
す
べ
き
は
、
一
年
ま
た
は
二
年
あ
る
い
は
三
年
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
学

園
生
活
を
ま
と
も
に
過
ご
す
事
が
出
来
な
い
生
徒
の
皆
さ
ん
が
い
た
事
で
す
。

卒
業
生
の
挨
拶
を
聞
く
中
で
、
三
年
間
の
口
惜
し
さ
を
滲
ま
せ
な
が
ら
も
、
周

り
へ
の
思
い
や
り
、
気
配
り
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い
た
事
に
、
何
度
も
胸
が
、

目
頭
が
熱
く
な
る
思
い
を
い
た
し
、
良
い
体
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
事
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
同
窓
生
の
若
者
を
立
派
な
社
会
人
と
し
て
、
社
会
に
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
る

力
と
し
て
、
紫
紺
会
に
何
が
出
来
る
か
を
皆
で
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
学
園
設
立
80
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
先
に
歴
代
会
長
10
名
に
て
式
典

に
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。「
師
弟
同
行
、自
由
闊
達
、全
学
一
家
」
の
も
と
、英
知
・

気
品
・
剛
気
を
心
に
紫
紺
会
、
学
園
、
中
学
、
高
校
の
益
々
の
発
展
の
た
め
に
卒

業
生
２
万
人
余
り
の
人
の
力
で
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
生
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

卒
業
生
約
２
万
人
の
力
で
母
校
の
発
展
へ
尽
力

熊
本
学
園
大
学
付
属
中
学
・
高
等
学
校
同
窓
会　

紫
紺
会

会
長　

木
村　

光
男
（
16
期
）

同窓会長あいさつ

熊
本
学
園
大
学
付
属
中
学
・
高
等
学
校　

校
長　

高
橋　

裕
文

　

本
年
度
は
、
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
5

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
ま
た
、
感
染
者
数

も
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
災
禍
の
影

響
で
自
粛
し
て
い
た
活
動
も
、
ほ
ぼ
、
コ

ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
第
９
波
」
と
い
う
言
葉
も
散
見
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
完
全
に
気
を
緩
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
９
月
30
日

〜
10
月
１
日
に
は
、
本
校
生
が
最
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
行
事
、
紫
紺
祭
を
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
形
に
戻
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
２
年
生
が
担
当
し
た
食
バ
ザ
ー

も
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
校
で
は
現
在
、
校
内
で
「
深

学
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
通
称
「
深
プ
ロ
」）

と
呼
ん
で
い
る
探
究
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
生
徒
が
個
人
、
あ
る

い
は
グ
ル
ー
プ
で
深
く
掘
り
下
げ
て
み

た
い
テ
ー
マ
を
選
び
、
行
政
機
関
や
企

業
、
大
学
な
ど
の
専
門
家
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
答
え
を
求
め
る
た
め

の
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
、
と
い

う
も
の
で
す
。
地
元
の
テ
レ
ビ
局
や
新

聞
社
に
よ
っ
て
そ
の
活
動
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、「
ガ
ク
フ
の
深
プ

ロ
」
に
対
す
る
認
知
度
は
高
ま
り
つ
つ

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組

み
を
始
め
て
４
年
ほ
ど
と
な
り
ま
す
が
、

今
春
に
、
中
高
合
同
の
発
表
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
2
・
3
年
生
が
半
年
間
か
け

て
深
学
科
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
調
べ
た
内
容

や
取
り
組
み
を
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
、

各
ブ
ー
ス
で
発
表
す
る
と
い
う
形
を
と

り
ま
し
た
。
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た

が
、
中
高
合
わ
せ
て
1
4
0
0
人
と
教

職
員
が
様
々
な
テ
ー
マ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

熊本大学
鹿児島大学
佐賀大学
長崎大学
宮崎大学
福岡教育大学
横浜国立大学
広島大学
九州大学
九州工業大学
大分大学
琉球大学
茨城大学
北海道教育大学釧路校
北海道大学
金沢大学
富山大学
埼玉大学
静岡大学
京都教育大学
岡山大学
山口大学
筑波大学
国立大 総計

26
8
8
8
7
6
2
3
3
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

87

5
4
1

1

2

1

1
15

31
12
9
8
8
6
4
3
3
3
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
102

※上記大学は、国公立大学、早慶上理、GMARCH、関
関同立及び合格者多数大学の順で掲載してあります。
その他多くの大学・専修学校等に合格されています。
詳細をご覧になりたい方は、ぜひ本校ホームページ
よりご覧ください。

国立大学 現役 過卒 計
熊本学園大学
福岡大学
崇城大学
近畿大学
熊本保健科学大学
西南学院大学
福岡工業大学
九州ルーテル学院大学
龍谷大学
兵庫大学
帝京大学
東京農業大学
九州看護福祉大学
久留米大学
日本大学
京都産業大学
武蔵野美術大学
中村学園大学
関西外国語大学
九州産業大学
尚絅大学
中京大学
獨協大学
長崎国際大学
明治学院大学
東海大学
私立大 総計

82
52
44
14
35
17
11
12
11
10
9
9
9
9
9
6
7
5
4
4
4
4
4
4
4
3
511

9
9
26

3
3

1
1

3

1
78

82
61
53
40
35
20
14
12
11
10
10
10
9
9
9
9
7
5
4
4
4
4
4
4
4
4
589

私立大学 現役 過卒 計
熊本県立大学
長崎県立大学
下関市立大学
神戸市看護大学
横浜市立大学
京都市立芸術大学
山陽小野田市立
山口東京理科大
名桜大学
広島市立大学
高崎経済大学
公立大 総計

24
5
2
1
1
1

1

1

36

1

1
1
3

25
5
2
1
1
1

1

1
1
1
39

公立大学 現役 過卒 計

2023 年度入試  合格者数 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
議
論
す
る
様
子
は
、
ま

さ
に
師
弟
同
行
の
精
神
を
象
徴
す
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
深
プ
ロ

の
活
動
に
関
し
て
は
本
校
O
B
の
方
々

に
も
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

　

 

進
学
実
績
に
関
し
て
も
、
例
年
と
違

わ
ぬ
成
果
を
あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
国

公
立
大
学
に
関
し
て
は
、
１
４
１
名
の

合
格
者
を
出
し
（
う
ち
現
役
生
１
２
３

名
）、
こ
の
と
こ
ろ
ず
っ
と
県
内
の
私
立

高
校
で
は
最
多
の
数
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
ま
た
私
立
大
学
に
関
し
て
も
５
８

９
名
で
、
最
難
関
大
学
に
も
現
役
合
格

者
を
出
す
な
ど
、
大
い
に
奮
闘
し
て
く

れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
下
記
の
一
覧
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

部
活
動
に
お
い
て
も
、
中
学
生
は
陸

上
部
の
生
徒
が
私
学
陸
上
競
技
大
会
で

最
優
秀
選
手
賞
受
賞
、
ま
た
、
九
州
中

学
校
体
操
競
技
大
会
で
男
子
体
操
部
が

団
体
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、
秀
で
た
結

果
を
残
し
て
い
ま
す
。
高
校
の
方
で
も

体
育
系
で
は
、
ボ
ー
ト
部
男
子
が
３
種

目
、
女
子
が
２
種
目
で
、
テ
ニ
ス
部
女
子

が
３
種
目
で
、
体
操
部
も
男
子
２
種
目
、

女
子
１
種
目
で
全
国
大
会
出
場
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
う
れ
し
か
っ
た

の
が
、
本
校
に
部
が
存
在
し
な
い
新
体

操
、
少
林
寺
拳
法
の
個
人
競
技
で
全
国

大
会
出
場
を
成
し
遂
げ
て
く
れ
た
生
徒

達
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
文
化
系

で
も
、
囲
碁
部
、
放
送
部
、
百
人
一
首
同

好
会
が
栄
え
あ
る
全
国
大
会
出
場
を
果

た
し
て
く
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
日
々
の

ひ
た
む
き
な
努
力
が
結
実
し
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
付
属
中
学
校
、
高
等
学
校
の
生

徒
達
は
、
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
伝

統
を
汚
さ
ぬ
よ
う
、
日
々
精
進
を
重
ね
て

い
る
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

中
高
活
動
報
告

　

紫
紺
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

第
12
代
校
長
に
就
任

し
ま
し
た
、
高
橋
裕

文
で
す
。
付
属
高
校

に
24
年
間
、
付
属
中

学
校
に
12
年
間
勤
務
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
紫
紺
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
大
変
活
躍
さ

れ
、
本
当
に
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
在
校
生
の

活
動
に
も
積
極
的
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
現
在
、
高
校
１
年
生
が
第
65
期
生
、
中
学
１
年

生
が
13
期
生
で
す
。
中
学
生
、
高
校
生
と
も
に
元
気
に
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。
部
活
動
で
は
、
高
校
ボ
ー
ト
部
が
全

国
高
校
総
体
で
男
女
ア
ベ
ッ
ク
の
第
４
位
を
飾
り
、
中
学

校
男
子
体
操
部
が
、
九
州
大
会
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

他
の
多
く
の
部
活
動
で
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
70
回
N
H
K
杯
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

放
送
部
３
年
生
山
﨑
南
さ
ん
が
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
全

国
３
位
に
相
当
す
る
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
体

育
系
だ
け
で
な
く
、
文
化
系
で
も
活
躍
す
る
生
徒
も
出
て

き
ま
し
た
。
す
べ
て
に
お
い
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生
徒
が

出
て
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
大
学
入
試
も
今
、
年
内
入
試
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら

い
、
年
明
け
の
一
般
入
試
よ
り
年
内
の
入
試
で
定
員
を
確

保
す
る
状
況
が
進
ん
で
い
ま
す
。
大
き
く
分
け
て
、
学
校

推
薦
型
選
抜
と
総
合
型
選
抜
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の

総
合
型
選
抜
で
は
、
受
験
生
の
提
出
書
類
の
ほ
か
、
面
接

や
論
文
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
課
し
、
受
験
生
の

能
力
・
適
性
や
学
習
に
対
す
る
意
欲
な
ど
に
つ
い
て
、
時
間

を
か
け
て
総
合
的
に
評
価
さ
れ
ま
す
。
勉
強
だ
け
で
は
足

り
ま
せ
ん
。
何
が
問
題
な
の
か
、
ど
ん
な
解
決
方
法
が
あ

卒
業
生
の
存
在
を
実
感
し
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
を

学校長あいさつ

る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
解
決
に
い
た
る
の
か
な
ど
を
考
え
、

対
応
で
き
る
力
を
試
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
校
で
は
「
総
合
的
な
探
求
の
時
間
」
を
「
深

学
科
プ
ロ
グ
ラ
厶
」
と
名
付
け
、
校
内
で
は
、
「
深
プ
ロ
」
と

呼
ん
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
決
め
、
そ
の
問

題
点
を
検
討
し
、
解
決
策
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
ま
と
め
、
発
表
し
て
い
く
活
動
で
す
。
自
ら
調
べ
、
自
ら

考
え
、
自
ら
発
信
す
る
と
い
う
流
れ
で
す
。
学
校
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
社
会
に
出
て
、
い
ろ
い
ろ
な
企
業
や
生
産
者
の

方
と
お
話
を
し
な
が
ら
、
と
き
に
は
市
役
所
の
担
当
課
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
深
プ
ロ
」
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
「
N
E
X
T

　

N
E
X
U
S
」
と
い
う
活
動
名
で
、
廃
棄
さ
れ
る
食
材

を
再
利
用
す
る
企
画
は
、
県
内
の
熊
日
新
聞
や
ロ
ー
カ
ル

番
組
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
着
を

土
代
わ
り
に
使
っ
て
、
植
物
や
野
菜
を
育
て
る
企
画

「
R
E
C
L
O
T
H
」
は
、
全
国
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組

「
T
H
E 

T
I
M
E
」
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
企
画
は
、
生
産
者
・
製
造
者
・
販
売
者
を
繋
い

で
、
一
つ
の
製
品
を
作
り
上
げ
、
販
売
し
て
、
持
続
可
能
な

活
動
に
近
づ
け
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
で
す
。
生
徒
た
ち

の
活
動
意
欲
や
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
は
、
頭
が
下
が
り
ま
す
。

今
回
の
「
N
E
X
T　

N
E
X
U
S
」
で
は
、
大
同
青
果
の

月
田
さ
ん
（
16
期
生
）
や
木
村
の
あ
ら
れ
の
木
村
会
長

（
16
期
生
）
に
と
て
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

紫
紺
会
の
皆
さ
ん
と
、
今
後
と
も
こ
う
い
う
繋
が
り
が

続
き
、
在
校
生
た
ち
が
卒
業
生
の
存
在
を
実
感
し
、
感
謝

し
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
大
人
に
育
ち
、
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

本
校
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
紫
紺
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
学
付
へ
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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220人が出席した新春大同窓会

1・2期生の先輩方 長野英子前紫紺会長（右）に感謝の言葉を述べる
木村会長

40期前後の若手同窓生も多数出席した
今年の藤崎八旛宮例大祭に向けた
飾馬奉納紫紺会によるＰＲタイム

1 2期生 先輩方

３
年
ぶ
り
の
新
春
大
同
窓
会
に
２
２
０
人

３
年
ぶ
り
の
新
春
大
同
窓
会
に
２
２
０
人

　

紫
紺
会
の
新
春
大
同
窓
会
が
令
和
５
年

１
月
28
日
、
熊
本
市
中
央
区
上
通
町
の
ホ

テ
ル
日
航
熊
本
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
県
内
外

か
ら
の
同
窓
生
や
高
校
の
先
生
方
を
は
じ

め
、
関
係
者
約
２
２
０
人
に
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
は
じ
め
に
木
村
会
長
が
「
本

校
の
卒
業
生
は
社
会
に
出
て
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
活
躍
し
、
世
の
中
に
貢
献
し
て
お
り
、

大
変
う
れ
し
く
感
じ
て
い
る
。
学
校
法
人

熊
本
学
園
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
師
弟
同

行
、
自
由
闊
達
、
全
学
一
家
を
未
来
へ
の
礎

と
し
て
今
後
も
本
会
が
ま
す
ま
す
発
展
す

る
よ
う
、
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
細
江
守
紀
熊
本
学

園
大
学
長
に
よ
る
音
頭
で
乾
杯
し
た
後

は
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
や
当
日
発
足
し
た
医

療
・
介
護
福
祉
業
界
関
係
の
同
窓
生
で
組

織
す
る
「
医
療
介
護
福
祉
連
絡
協
議
会
」

の
紹
介
な
ど
が
あ
り
、
最
後
は
出
席
者
全

員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
ご
来
場
い
た
だ
い
た
先
生
方
と

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
、
高
校
時
代
の
思
い

出
話
し
に
花
を
咲
か
せ
、
近
況
を
報
告
し

な
が
ら
活
発
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
大

同
窓
会
の
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ら

れ
た
同
窓
会
役
員
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
来
年
も
元
気
で
お
会

い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

（
広
報
・
情
報
委
員
会　

大
島
栄
祐
）

　

い
つ
も
紫
紺
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
年
に
一
度
の
総
会
を

令
和
5
年
6
月
3
日
、
「
ホ
テ
ル
日
航
熊
本
」
に
て
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
、
そ

の
概
要
と
結
果
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

総
会
の
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
様
々
な
世
代
か
ら
多
く

の
O
B
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
日
開
催
の
「
年
祝
い
の
会
」
の
祝
賀
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
第

５
類
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
以
前
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
若
手
か
ら
大
先
輩
ま

で
が
一
堂
に
会
し
語
り
合
う
様
子
は
、
ま
さ
に
紫
紺
会
の
象
徴
で
あ
り
、
私
た
ち
が
同
窓
会
活
動
を
続
け
る
原
動
力

で
す
。
総
会
当
日
は
各
種
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
に
つ
い
て
は
慎
重
に
議
論
が
交
わ
さ

れ
、
賛
否
両
論
の
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
皆
様
の
紫
紺
会
へ
の
愛
着
、
そ
し
て
何
よ
り
皆
様
が
共
有

す
る
我
々
の
母
校
へ
の
思
い
が
結
集
し
、
す
べ
て
の
議
案
が
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
、
皆
様
方
の
熱

意
あ
る
議
論
に
よ
り
、
紫
紺
会
の
進
む
べ
き
道
が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。
紫
紺
会
が
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
た
め

に
は
、
我
々
O
B
が
一
致
団
結
し
、
新
た
な
挑
戦
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
今
後

と
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

い
ま
紫
紺
会
が
あ
る
の
は
、
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
献
身
的
な
努
力
と
熱
意
あ
る
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

私
た
ち
は
、
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
時
代
に
合
っ
た
活
動
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。
同
窓

会
と
は
、
単
に
過
去
を
振
り
返
る
場
で
は
な
く
、
未
来
を
見
据
え
る
場
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
創
り
上
げ
る
の
は
、
我
々
同
窓
生
で
あ
り
、
今
後
も
こ
の
母
校
を
支
え
て
い
く
皆
様
方
で
す
。

　

今
後
と
も
、
紫
紺
会
の
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
と
共
に
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
次
の
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
最
後
に
、
こ
の
場
を
借
り

て
、
再
び
総
会
の
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
の
総
会
で
、
ま
た
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
心

よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。　

   

事
務
局
長　

奥
村　

誠
基
（
33
期
）

　

令
和
５
年
度
の
総
会
に
続
き
ホ
テ
ル
日
航
熊
本
で
開
か
れ
た
年
祝
い
の
会
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

当
日
は
幅
広
い
年
代
の
同
窓
生
や
学
校
関
係
者
の
方
々
を
は
じ
め
１
２
８
人
が
出
席
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
感

染
症
へ
の
移
行
に
伴
い
盛
大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
木
村
光
男
会
長
、
高
橋
裕
文
学
校
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
学

校
法
人
熊
本
学
園
の
目
黒
純
一
理
事
長
に
よ
る
音
頭
で
乾
杯
。
そ
の
後
は
本
会
に
出
席
さ
れ
た
今
年
で
傘
寿
（
２

期
・
１
人
）、
喜
寿
（
５
期
・
12
人
）、
古
希
（
12
期
・
19
人
）、
還
暦
（
21
期
・
16
人
）
を
迎
え
ら
れ
る
同
窓
生
の

方
々
が
ス
テ
ー
ジ
で
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
今
の
心
境
や
今
後
の
抱
負
、
目
標
な
ど
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
40
期
以
降
の
若
手
同
窓
生
に
も
出
席
い
た
だ
き
、
会
場
各
所
で
は
世
代
を
超
え
て
交
流
を
深
め
合

う
同
窓
生
の
姿
が
見
ら
れ
、
最
後
は
出
席
者
全
員
で
記
念
撮
影
し
、
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
こ
の
度
節
目
の
年
を

迎
え
ら
れ
た
同
窓
生
の
皆
さ
ま
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
各
界
で
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。
こ
の
度
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
紫
紺
会
活
動
に
色
々
と
ご
助
言
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
こ
の
場
を
借
り
て
、
本
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
も

元
気
な
姿
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
・
情
報
委
員
会
副
委
員
長　

宮
崎　

常
（
39
期
）

奥村 誠基 事務局長 木村 光男 会長

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

令
和
5
年
度 

紫
紺
会
総
会

年
祝
い
会

志垣 伸太郎 監事 三浦 勲 財務委員長

目黒 純一
理事長

高橋 裕文
学校長

浅野 芳幸
事業活動委員長

木村 光男
会長

各種議案を審議した令和5年度の総会

古
希
の
12
期
同
窓
生

還
暦
の
21
期
同
窓
生

傘
寿
を
迎
え
た
２
期
の

新
井
保
彦
さ
ん

喜
寿
の
５
期
同
窓
生

同
窓
生
ら
１
２
８
人
が
出
席
し
た

年
祝
い
の
会
。
最
後
に
出
席
者
で

記
念
撮
影
を
行
っ
た
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紫
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新
春
大
同
窓
会
が
令
和
５
年

１
月
28
日
、
熊
本
市
中
央
区
上
通
町
の
ホ

テ
ル
日
航
熊
本
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
県
内
外

か
ら
の
同
窓
生
や
高
校
の
先
生
方
を
は
じ

め
、
関
係
者
約
２
２
０
人
に
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
は
じ
め
に
木
村
会
長
が
「
本

校
の
卒
業
生
は
社
会
に
出
て
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
活
躍
し
、
世
の
中
に
貢
献
し
て
お
り
、

大
変
う
れ
し
く
感
じ
て
い
る
。
学
校
法
人

熊
本
学
園
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
師
弟
同

行
、
自
由
闊
達
、
全
学
一
家
を
未
来
へ
の
礎

と
し
て
今
後
も
本
会
が
ま
す
ま
す
発
展
す

る
よ
う
、
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
細
江
守
紀
熊
本
学

園
大
学
長
に
よ
る
音
頭
で
乾
杯
し
た
後

は
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
や
当
日
発
足
し
た
医

療
・
介
護
福
祉
業
界
関
係
の
同
窓
生
で
組

織
す
る
「
医
療
介
護
福
祉
連
絡
協
議
会
」

の
紹
介
な
ど
が
あ
り
、
最
後
は
出
席
者
全

員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
ご
来
場
い
た
だ
い
た
先
生
方
と

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
、
高
校
時
代
の
思
い

出
話
し
に
花
を
咲
か
せ
、
近
況
を
報
告
し

な
が
ら
活
発
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
大

同
窓
会
の
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ら

れ
た
同
窓
会
役
員
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
来
年
も
元
気
で
お
会

い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

（
広
報
・
情
報
委
員
会　

大
島
栄
祐
）

　

い
つ
も
紫
紺
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
年
に
一
度
の
総
会
を

令
和
5
年
6
月
3
日
、
「
ホ
テ
ル
日
航
熊
本
」
に
て
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
、
そ

の
概
要
と
結
果
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

総
会
の
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
様
々
な
世
代
か
ら
多
く

の
O
B
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
日
開
催
の
「
年
祝
い
の
会
」
の
祝
賀
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
第

５
類
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
以
前
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
若
手
か
ら
大
先
輩
ま

で
が
一
堂
に
会
し
語
り
合
う
様
子
は
、
ま
さ
に
紫
紺
会
の
象
徴
で
あ
り
、
私
た
ち
が
同
窓
会
活
動
を
続
け
る
原
動
力

で
す
。
総
会
当
日
は
各
種
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
に
つ
い
て
は
慎
重
に
議
論
が
交
わ
さ

れ
、
賛
否
両
論
の
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
皆
様
の
紫
紺
会
へ
の
愛
着
、
そ
し
て
何
よ
り
皆
様
が
共
有

す
る
我
々
の
母
校
へ
の
思
い
が
結
集
し
、
す
べ
て
の
議
案
が
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
、
皆
様
方
の
熱

意
あ
る
議
論
に
よ
り
、
紫
紺
会
の
進
む
べ
き
道
が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。
紫
紺
会
が
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
た
め

に
は
、
我
々
O
B
が
一
致
団
結
し
、
新
た
な
挑
戦
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
今
後

と
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

い
ま
紫
紺
会
が
あ
る
の
は
、
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
献
身
的
な
努
力
と
熱
意
あ
る
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

私
た
ち
は
、
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
時
代
に
合
っ
た
活
動
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。
同
窓

会
と
は
、
単
に
過
去
を
振
り
返
る
場
で
は
な
く
、
未
来
を
見
据
え
る
場
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
創
り
上
げ
る
の
は
、
我
々
同
窓
生
で
あ
り
、
今
後
も
こ
の
母
校
を
支
え
て
い
く
皆
様
方
で
す
。

　

今
後
と
も
、
紫
紺
会
の
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
と
共
に
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
次
の
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
最
後
に
、
こ
の
場
を
借
り

て
、
再
び
総
会
の
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
の
総
会
で
、
ま
た
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
心

よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。　

   

事
務
局
長　

奥
村　

誠
基
（
33
期
）

　

令
和
５
年
度
の
総
会
に
続
き
ホ
テ
ル
日
航
熊
本
で
開
か
れ
た
年
祝
い
の
会
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

当
日
は
幅
広
い
年
代
の
同
窓
生
や
学
校
関
係
者
の
方
々
を
は
じ
め
１
２
８
人
が
出
席
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
感

染
症
へ
の
移
行
に
伴
い
盛
大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
木
村
光
男
会
長
、
高
橋
裕
文
学
校
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
学

校
法
人
熊
本
学
園
の
目
黒
純
一
理
事
長
に
よ
る
音
頭
で
乾
杯
。
そ
の
後
は
本
会
に
出
席
さ
れ
た
今
年
で
傘
寿
（
２

期
・
１
人
）、
喜
寿
（
５
期
・
12
人
）、
古
希
（
12
期
・
19
人
）、
還
暦
（
21
期
・
16
人
）
を
迎
え
ら
れ
る
同
窓
生
の

方
々
が
ス
テ
ー
ジ
で
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
今
の
心
境
や
今
後
の
抱
負
、
目
標
な
ど
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
40
期
以
降
の
若
手
同
窓
生
に
も
出
席
い
た
だ
き
、
会
場
各
所
で
は
世
代
を
超
え
て
交
流
を
深
め
合

う
同
窓
生
の
姿
が
見
ら
れ
、
最
後
は
出
席
者
全
員
で
記
念
撮
影
し
、
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
こ
の
度
節
目
の
年
を

迎
え
ら
れ
た
同
窓
生
の
皆
さ
ま
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
各
界
で
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。
こ
の
度
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
紫
紺
会
活
動
に
色
々
と
ご
助
言
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
こ
の
場
を
借
り
て
、
本
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
も

元
気
な
姿
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
・
情
報
委
員
会
副
委
員
長　

宮
崎　

常
（
39
期
）

奥村 誠基 事務局長 木村 光男 会長

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

令
和
5
年
度 

紫
紺
会
総
会

年
祝
い
会

志垣 伸太郎 監事 三浦 勲 財務委員長

目黒 純一
理事長

高橋 裕文
学校長

浅野 芳幸
事業活動委員長

木村 光男
会長

各種議案を審議した令和5年度の総会

古
希
の
12
期
同
窓
生

還
暦
の
21
期
同
窓
生

傘
寿
を
迎
え
た
２
期
の

新
井
保
彦
さ
ん

喜
寿
の
５
期
同
窓
生

同
窓
生
ら
１
２
８
人
が
出
席
し
た

年
祝
い
の
会
。
最
後
に
出
席
者
で

記
念
撮
影
を
行
っ
た



氏　　名役　職委員会等 期

紫紺会　代表幹事一覧

事務局長
事務局次長
〃
〃
〃
〃
参与

代表幹事長
副代表幹事長

〃
〃
〃
〃
委員長
副委員長
委員
〃
〃
〃
参与
委員長
副委員長
〃
〃
委員
〃
〃
〃
参与

会　　長

副 会 長

事 務 局

監　　事

代表幹事会

財務委員会

広報・情報
委員会

木村　光男
吉村　浩之
寺本　光秀
三浦　　勲
古閑　知子
内藤　千穂
奥村　誠基
内藤　千穂
河岸　義彦
村田　護親
楢橋　一玄
中村由紀子
村上　康彦
平木　邦昭
馬原　　隆
志垣伸太郎
浦上　和裕
石本　敏明
藤木　勝幸
田上　明裕
楢橋　一玄
眞弓　知也
三浦　　勲
永松　　豊
白石　　隆
出先　教明
高濱　知佳
佐藤マリア
馬原　　隆
宮村勇一郎
原田　佳英
宮崎　　常
大島　栄祐
志水　和幸
西本　弘美
山中　翔太
山本　文子
佐伯　昇治

16期
19期
22期
23期
26期
29期
33期
29期
30期
32期
34期
34期
15期
14期
17期
30期
16期
9期
16期
29期
34期
48期
23期
16期
24期
31期
32期
37期
17期
23期
35期
39期
40期
18期
40期
45期
47期
13期

期 卒業年 名　　前
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

S37
S38
S39
S40
S41
S42
S43
S44
S45
S46
S47
S48
S49
S50
S51
S52

立　川　惠之助
今　村　　　宏
井　手　和　洋
坂　元　邦　彦
中　園　直　樹
白　野　国　久
武　末　博　司
和　田　信　一
上　野　和　徳
本　田　順　治
伊瀬知　　　裕
臼　杵　和　孝
上　妻　利　夫
宮　本　　　亘
吉　田　敏　郎
藤　木　勝　幸

期 卒業年 名　　前
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

S53
S54
S55
S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5

山　下　慶一郎
志　水　和　幸
伊津野　　　浩
﨑　坂　浩　行
中　山　貴　夫
寺　本　光　秀
川　口　　　修
白　石　　　隆
西　上　佳　孝
相　馬　　　啓
鈴　木　浩　二
水　田　貴　光
田　上　明　裕
廣　末　好　信
出　先　教　明
堤　　　泰　之

期 卒業年 名　　前
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48

H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21

池　本　千　寿
植　田　真　功
千々岩　慎　吾
佐　藤　健　次
内　田　雄　也
山　口　敦　司
永　廣　一　晃
久　富　信　夫
渡　邉　陽　一
豊　田　隆　志
矢　田　琢　磨
井　手　誉　大
松　下　　　翔
井　上　慶　一
塚　本　龍　一
眞　弓　知　也

期 卒業年 名　　前
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62

H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
H31
R2
R3
R4
R5

高　橋　直　人
上　坂　萌　子
中　野　翔　梧
上　坂　暖　子
小　野　晃　嗣
引継ぎ中

宮　﨑　真　吾
井　田　彩　心
今　村　拓　詩
土　井　淳一朗
出　口　貫　太
小堀田　圭　吾
髙　野　　　蓮
濵　田　奈々子

氏　　名役　職委員会等 期
委員長
副委員長
〃
参与
委員長
副委員長
委員長
副委員長
〃
委員
〃
〃
〃
〃
委員長
副委員長

事業活動
委員会

経済同友会

青年部委員会

顧　問
校　長
相談役

飾馬奉納
実行委員会

名誉理事

浅野　芳幸
村上　雄一
西牟田耕太郎
桑原幸津江
寺本　光秀
西上　佳孝
嶋村拓二郎
榎　　崇文
塚本　龍一
道山　明香
井上　慶一
冨田　修成
永廣　一晃
内田　雄也
渡邉　憲輔
嶋村拓二郎
目黒　純一
高橋　裕文
長野　英子
奥村　拓司
大堂友一郎
内原　　中
貝島　博信
黒木　繁紀
式森　耕吉
原武　博之
竹本　朝生
武末　博司
木下　　顕
榎　　主税

33期
33期
37期
25期
22期
25期
41期
40期
47期
42期
46期
46期
39期
37期
39期
41期

15期
1期
1期
1期
1期
2期
4期
5期
6期
7期
11期
14期

SHIKON №33 67

令和５年度 紫紺会役員令和５年度 紫紺会役員●
事
務
局

事
務
局
長
　奥
村 

誠
基
（
33
期
）

　
昨
年
の
紫
紺
会
の
活
動
を
振
り

返
り
、
大
同
窓
会
や
年
祝
い
の
会

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
で
は
初
め

て
多
く
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
交

流
の
場
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
事
務
局
長
と
し
て
2
年
間
の

任
期
を
経
て
、
あ
と
1
年
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
さ

ら
に
充
実
し
た
活
動
に
す
る
べ
く

努
め
て
参
り
ま
す
。
今
年
も
皆
様

が
紫
紺
会
に
誇
り
を
持
ち
、
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
役
員
一

同
、
精
一
杯
努
力
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
代
表
幹
事
会

代
表
幹
事
長
　浦
上 

和
裕
（
16
期
）

　
令
和
４
年
度
は
、
各
期
の
代

表
幹
事
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

令
和
４
年
５
月
18
日
・
９
月
14

日
・
1
月
９
日
・
令
和
５
年
１
月

11
日
の
日
程
で
、
審
議
・
協
議
、

確
認
事
項
等
の
会
議
を
４
回
行

い
ま
し
た
。

　
１
月
28
日
の
新
春
大
同
窓
会
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
、
参

加
者
の
事
前
確
定
が
必
要
と
な

り
、
各
期
の
代
表
幹
事
様
に
は
、

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
管
理
、
出
席
者

の
確
定
、
名
簿
の
提
出
、
当
日
の

受
付
、
集
金
等
、
例
年
以
上
の
ご

足
労
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
新
春
大
同
窓
会
は
大

盛
況
で
し
た
。
６
月
３
日
に
開
催

し
た
年
祝
い
の
会
お
よ
び
総
会
で

は
前
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
を
発
症
し

て
し
ま
い
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
木
村
会
長
か
ら
の
任
命

で
代
表
幹
事
長
を
拝
命
し
ま
し
た

が
、
大
同
窓
会
に
は
数
回
参
加
し

た
程
度
で
、
紫
紺
会
役
員
と
し
て

の
活
動
は
初
め
て
で
し
た
。
こ
の

様
な
私
で
す
が
、
役
員
経
験
の
あ

る
方
や
沢
山
の
同
窓
生
の
方
々
、

各
学
年
の
代
表
幹
事
の
方
々
に
ご

指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今

期
の
代
表
幹
事
会
の
活
動
を
執
り

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
財
務
委
員
会

委
員
長
　三
浦
　勲
（
23
期
）

　
終
身
会
費
導
入
２
年
目
と
な
っ

た
２
０
２
２
年
度
は
97
名
の
会
員

か
ら
終
身
会
費
97
万
円
を
納
入
い

た
だ
き
、
そ
の
他
年
会
費
収
入
、

入
会
金
収
入
な
ど
併
せ
て
９
９
１

万
円
余
の
収
入
、
会
報
発
行
郵
送

代
、
卒
業
記
念
品
費
、
事
務
局
費

な
ど
支
出
が
８
９
６
万
円
余
、
収

支
差
額
が
95
万
円
余
で
し
た
。
終

身
会
費
と
会
費
収
入
の
見
込
み
が

計
り
辛
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
業
務
効
率
化
の
た

め
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
稼
働

し
、
円
滑
な
業
務
を
進
め
て
い
ま

す
。

●
広
報
・
情
報
委
員
会

委
員
長
　宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）

　
広
報
・
情
報
委
員
会
は
、
本
会

の
全
同
窓
生
に
向
け
て
発
行
す
る

会
報
誌
の
作
成
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

やF
acebook

の
更
新
を
主
な
活

動
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
長

が
参
加
さ
れ
る
会
務
の
取
材
や
、

本
会
が
行
う
事
業
の
記
事
制
作
、

写
真
撮
影
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
委
員
会
活
動
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
活
動
自
粛
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
で
、
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
、
活
発
化
し
て
き
ま
し

た
。
会
報
誌
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
い
作
成
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
満
足
で
き

る
誌
面
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
後
は
、
更
に
皆
さ
ま
に

〝
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
を

第
一
に
〞
と
の
思
い
で
、
作
成
し

て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

の
会
報
誌
発
行
に
あ
た
り
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
事
業
活
動
委
員
会

委
員
長
　浅
野 

芳
幸
（
33
期
）

　
異
例
の
３
年
目
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
お
陰
で
よ
り
運
営
に
関

し
て
精
度
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
会

メ
ン
バ
ー
は
少
な
い
で
す
が
、
委

員
会
メ
ン
バ
ー
の
み
な
ら
ず
多
く

の
会
員
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

年
の
祝
い
と
大
同
窓
会
を
無
事
に

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
総

会
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
変
更
と
な
っ

た
関
係
で
、
さ
ら
に
１
回
ず
つ
年

の
祝
い
と
大
同
窓
会
を
担
当
さ
せ

て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
少

な
く
な
っ
た
今
、
そ
れ
以
前
の
状

況
ま
で
参
加
者
数
を
戻
す
こ
と

と
、
よ
り
会
員
が
参
加
し
た
い
と

思
え
る
事
業
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
こ
の
１

年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
度
の
事
業

活
動
委
員
会
の
活
動
に
も
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

●
青
年
部
委
員
会

委
員
長
　嶋
村
拓
二
郎
（
41
期
）

　
紫
紺
会
青
年
部
は
、
若
手
を
中

心
と
し
た
委
員
会
で
す
。
２
０
２

２
年
度
は
、
３
月
に
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
当
日
は

雨
と
雷
の
影
響
で
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
判
断
を
強
い
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
５
類
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
青
年
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
、
紫
紺
会
を
盛
り
上
げ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

以
前
に
開
催
し
て
い
た
若
手
交
流

会
な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
２

０
２
３
年
度
も
状
況
を
見
な
が
ら

の
企
画
立
案
と
な
り
ま
す
が
、
親

睦
を
深
め
る
会
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
若
手
の
集
客
に

力
を
注
ぎ
、
今
後
に
お
け
る
紫
紺

会
の
発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
飾
馬
奉
納
委
員
会

実
行
委
員
長
　渡
邉 

憲
輔
（
39
期
）

　
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
の
実
行
委

員
長
の
39
期
渡
邉
で
す
。
ま
ず
は

藤
崎
八
旛
宮
秋
季
例
大
祭
の
奉

納
に
お
い
て
関
係
者
の
方
々
に
多

大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お

か
げ
さ
ま
で
9
月
15
日
の
飾
卸
か

ら
9
月
17
日
本
祭
ま
で
、
事
故
も

な
く
無
事
に
奉
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
は
、
本
祭
に

向
け
1
年
通
し
て
活
動
し
ま
す
。

担
当
期
は
新
年
早
々
か
ら
同
窓
会

な
ど
で
声
を
か
け
始
め
、
少
し
ず

つ
集
ま
り
始
め
る
同
級
生
と
春
を

迎
え
ま
す
。
ま
た
、
気
づ
く
と
集

ま
り
始
め
る
各
期
の
同
窓
生
た

ち
。
年
々
暑
さ
を
増
す
夏
の
時
期

に
は
準
備
も
佳
境
を
迎
え
、
楽
団

も
口
取
も
練
習
に
熱
を
帯
び
て
き

ま
す
。
施
設
を
回
る
慰
問
で
は
、

毎
年
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
方
々

を
前
に
音
を
鳴
ら
し
馬
を
引
き
、

観
客
か
ら
拍
手
や
声
を
い
た
だ
く

こ
と
で
、
本
祭
ま
で
の
も
う
ひ
と

踏
ん
張
り
の
力
を
も
ら
い
な
が
ら

今
年
も
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
も
同

窓
生
と
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
同

じ
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
生
ま
れ

る
絆
。
こ
の
大
切
さ
や
温
か
さ
を

も
っ
と
多
く
の
同
窓
生
に
伝
え
て

い
き
た
い
。
来
年
も
同
窓
生
の
皆

様
が
熊
本
を
盛
り
上
げ
る
力
に
、

そ
し
て
同
窓
生
が
紫
紺
会
で
絆
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

全
力
で
運
営
し
て
い
く
所
存
で

す
。

●
経
済
同
友
会

委
員
長
　寺
本 

光
秀
（
22
期
）

　
令
和
5
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

縮
小
し
て
い
た
活
動
を
少
し
ず
つ

正
常
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
総
会
・
年
祝
い
会
は
、
7
月
8

日
に
、
松
屋
本
館
（
25
期
・
西
上

佳
孝
会
員
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

年
祝
い
会
で
は
、
傘
寿
（
猿
渡
攻

先
生
）、
喜
寿
（
5
期
）、
還
暦

（
21
期
）、
厄
晴
れ
（
40
期
）
の

会
員
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
当

日
は
在
校
生
の
隠
れ
た
善
行
を
讃

え
る
奨
励
賞
に
つ
い
て
も
授
与
式

を
行
い
、
熊
本
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会

設
立
30
周
年
記
念
講
演
会
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
に
携
わ
っ
た
3

委
員
会・支
部
年
間
活
動
報
告

名
の
生
徒
に
授
与
し
ま
し
た
。

　
五
校
経
済
同
友
会
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
は
当
会
が
幹
事
校
と

な
っ
て
お
り
、
11
月
11
日
（
土
）

に
K
K
R
ホ
テ
ル
熊
本
に
て
、
合

同
例
会
・
講
演
会
を
開
催
予
定
で

す
。
当
校
40
期
生
で
、
水
球
男
子

日
本
代
表
（
ポ
セ
イ
ド
ン
ジ
ャ
パ

ン
）
の
監
督
を
務
め
て
い
る
塩
田

義
法
さ
ん
に
ご
講
演
を
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

（
文
責
　
中
村
由
紀
子
）

●
県
庁
紫
紺
会

第
２
回
　
総
会
・
懇
親
会

　
令
和
５
年
６
月
23
日
（
金
）、

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
の
松
屋

本
館
で
、
令
和
５
年
度
の
総
会
・

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
紫
紺
会

か
ら
は
木
村
会
長
が
他
の
会
合

と
重
な
っ
た
た
め
、
代
役
で
代
表

幹
事
長
の
浦
上
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
平
成
19
年
以
降
は
休
止
状
態

だ
っ
た
県
庁
紫
紺
会
を
、
現
菊
陽

町
副
町
長
の
小
牧
裕
明
氏
（
20

期
）
ほ
か
有
志
の
方
々
が
集
ま

り
、
昨
年
再
発
足
さ
れ
、
今
回
が

新
生
後
２
回
目
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
副
会
長
の
浦
田
隆
治
氏

（
21
期
）
に
よ
る
挨
拶
で
開
会

し
、
衆
議
院
議
員
の
坂
本
哲
志

氏
（
８
期
）・
母
校
副
校
長
の
市

川
裕
樹
氏
（
21
期
）
ほ
か
、
３
名

の
方
か
ら
来
賓
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
は
議
事
に
入
り
、
総

会
で
新
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、

浦
田
氏
が
会
長
に
、
内
田
清
之

氏
（
22
期
）・
久
保
礼
子
氏
（
23

期
）・
白
石
隆
氏
（
24
期
）
が
副

会
長
に
、
幹
事
長
、
事
務
局
長
、

事
務
局
次
長
、
会
計
監
査
の
各

役
員
も
満
場
一
致
で
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
浦
田
新
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、

「
県
庁
紫
紺
会
の
会
員
は
、
県
庁

の
要
職
に
就
か
れ
て
い
る
方
も
多

く
、
様
々
な
部
署
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
紫
紺
会
で
の
出
会
い
や

つ
な
が
り
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

に
活
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

語
ら
れ
、
今
後
の
県
庁
紫
紺
会
の

活
動
を
担
う
決
意
を
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
総
会
の
議
事
が
ス
ム
ー
ズ
に

終
了
し
た
後
は
前
会
長
の
小
牧

氏
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親

会
が
始
ま
り
、
来
賓
・
役
員
・
年

齢
・
役
職
等
の
境
を
超
え
て
、
参

加
者
全
員
で
楽
し
い
時
間
を
共

有
で
き
ま
し
た
。
昨
年
の
設
立
総

会
に
比
べ
る
と
参
加
者
は
若
干

少
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
50
期

代
以
降
の
若
い
方
の
参
加
が
目

立
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
役
員

の
方
々
と
、
県
庁
紫
紺
会
の
再

開
、
継
続
に
つ
い
て
、
様
々
な
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
県
庁
紫
紺
会
の
皆
様
の

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

代
表
幹
事
長
　
　
　
　
　
　

　
浦
上 

和
裕
（
16
期
）

●
東
京
紫
紺
会

東
京
紫
紺
会
総
会
・
懇
親
会

　
令
和
５
年
３
月
４
日
（
土
）、

東
京
都
千
代
田
区
の
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
「
ア
イ
リ
ス
」
で
東

京
紫
紺
会
総
会
及
び
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
60
名
の
卒
業
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
4
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
式
で
は
、

今
年
度
か
ら
新
し
く
選
出
さ
れ
た

会
長
紹
介
も
あ
り
、
活
発
に
親
交

を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
会
長

挨
拶
で
は
「
若
い
人
た
ち
へ
向
け

た
活
動
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ

り
、
世
代
交
代
は
大
事
な
課
題
。

今
回
の
会
長
交
代
を
含
め
、
若
い

同
窓
生
た
ち
の
意
見
に
重
点
を
置

い
た
会
の
運
営
を
行
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
「
東
京
に
就
業
・
就
学
な
ど

で
居
住
す
る
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ

の
方
に
も
ぜ
ひ
例
会
に
参
加
い
た

だ
き
の
で
、
東
京
紫
紺
会
の
事
務

局
宛
に
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
会

か
ら
は
、
木
村
会
長
が
会
を
代
表

し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
・
情
報
委
員
長

　
　
　
　
宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）
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〃
〃
〃
〃
委員長
副委員長
委員
〃
〃
〃
参与
委員長
副委員長
〃
〃
委員
〃
〃
〃
参与

会　　長

副 会 長

事 務 局

監　　事

代表幹事会

財務委員会

広報・情報
委員会

木村　光男
吉村　浩之
寺本　光秀
三浦　　勲
古閑　知子
内藤　千穂
奥村　誠基
内藤　千穂
河岸　義彦
村田　護親
楢橋　一玄
中村由紀子
村上　康彦
平木　邦昭
馬原　　隆
志垣伸太郎
浦上　和裕
石本　敏明
藤木　勝幸
田上　明裕
楢橋　一玄
眞弓　知也
三浦　　勲
永松　　豊
白石　　隆
出先　教明
高濱　知佳
佐藤マリア
馬原　　隆
宮村勇一郎
原田　佳英
宮崎　　常
大島　栄祐
志水　和幸
西本　弘美
山中　翔太
山本　文子
佐伯　昇治

16期
19期
22期
23期
26期
29期
33期
29期
30期
32期
34期
34期
15期
14期
17期
30期
16期
9期
16期
29期
34期
48期
23期
16期
24期
31期
32期
37期
17期
23期
35期
39期
40期
18期
40期
45期
47期
13期

期 卒業年 名　　前
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

S37
S38
S39
S40
S41
S42
S43
S44
S45
S46
S47
S48
S49
S50
S51
S52

立　川　惠之助
今　村　　　宏
井　手　和　洋
坂　元　邦　彦
中　園　直　樹
白　野　国　久
武　末　博　司
和　田　信　一
上　野　和　徳
本　田　順　治
伊瀬知　　　裕
臼　杵　和　孝
上　妻　利　夫
宮　本　　　亘
吉　田　敏　郎
藤　木　勝　幸

期 卒業年 名　　前
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

S53
S54
S55
S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5

山　下　慶一郎
志　水　和　幸
伊津野　　　浩
﨑　坂　浩　行
中　山　貴　夫
寺　本　光　秀
川　口　　　修
白　石　　　隆
西　上　佳　孝
相　馬　　　啓
鈴　木　浩　二
水　田　貴　光
田　上　明　裕
廣　末　好　信
出　先　教　明
堤　　　泰　之

期 卒業年 名　　前
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48

H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21

池　本　千　寿
植　田　真　功
千々岩　慎　吾
佐　藤　健　次
内　田　雄　也
山　口　敦　司
永　廣　一　晃
久　富　信　夫
渡　邉　陽　一
豊　田　隆　志
矢　田　琢　磨
井　手　誉　大
松　下　　　翔
井　上　慶　一
塚　本　龍　一
眞　弓　知　也

期 卒業年 名　　前
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62

H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
H31
R2
R3
R4
R5

高　橋　直　人
上　坂　萌　子
中　野　翔　梧
上　坂　暖　子
小　野　晃　嗣
引継ぎ中

宮　﨑　真　吾
井　田　彩　心
今　村　拓　詩
土　井　淳一朗
出　口　貫　太
小堀田　圭　吾
髙　野　　　蓮
濵　田　奈々子

氏　　名役　職委員会等 期
委員長
副委員長
〃
参与
委員長
副委員長
委員長
副委員長
〃
委員
〃
〃
〃
〃
委員長
副委員長

事業活動
委員会

経済同友会

青年部委員会

顧　問
校　長
相談役

飾馬奉納
実行委員会

名誉理事

浅野　芳幸
村上　雄一
西牟田耕太郎
桑原幸津江
寺本　光秀
西上　佳孝
嶋村拓二郎
榎　　崇文
塚本　龍一
道山　明香
井上　慶一
冨田　修成
永廣　一晃
内田　雄也
渡邉　憲輔
嶋村拓二郎
目黒　純一
高橋　裕文
長野　英子
奥村　拓司
大堂友一郎
内原　　中
貝島　博信
黒木　繁紀
式森　耕吉
原武　博之
竹本　朝生
武末　博司
木下　　顕
榎　　主税

33期
33期
37期
25期
22期
25期
41期
40期
47期
42期
46期
46期
39期
37期
39期
41期

15期
1期
1期
1期
1期
2期
4期
5期
6期
7期
11期
14期

SHIKON №33 67

令和５年度 紫紺会役員令和５年度 紫紺会役員●
事
務
局

事
務
局
長
　奥
村 
誠
基
（
33
期
）

　
昨
年
の
紫
紺
会
の
活
動
を
振
り

返
り
、
大
同
窓
会
や
年
祝
い
の
会

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
で
は
初
め

て
多
く
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
交

流
の
場
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
事
務
局
長
と
し
て
2
年
間
の

任
期
を
経
て
、
あ
と
1
年
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
さ

ら
に
充
実
し
た
活
動
に
す
る
べ
く

努
め
て
参
り
ま
す
。
今
年
も
皆
様

が
紫
紺
会
に
誇
り
を
持
ち
、
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
役
員
一

同
、
精
一
杯
努
力
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
代
表
幹
事
会

代
表
幹
事
長
　浦
上 

和
裕
（
16
期
）

　
令
和
４
年
度
は
、
各
期
の
代

表
幹
事
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

令
和
４
年
５
月
18
日
・
９
月
14

日
・
1
月
９
日
・
令
和
５
年
１
月

11
日
の
日
程
で
、
審
議
・
協
議
、

確
認
事
項
等
の
会
議
を
４
回
行

い
ま
し
た
。

　
１
月
28
日
の
新
春
大
同
窓
会
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
、
参

加
者
の
事
前
確
定
が
必
要
と
な

り
、
各
期
の
代
表
幹
事
様
に
は
、

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
管
理
、
出
席
者

の
確
定
、
名
簿
の
提
出
、
当
日
の

受
付
、
集
金
等
、
例
年
以
上
の
ご

足
労
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
新
春
大
同
窓
会
は
大

盛
況
で
し
た
。
６
月
３
日
に
開
催

し
た
年
祝
い
の
会
お
よ
び
総
会
で

は
前
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
を
発
症
し

て
し
ま
い
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
木
村
会
長
か
ら
の
任
命

で
代
表
幹
事
長
を
拝
命
し
ま
し
た

が
、
大
同
窓
会
に
は
数
回
参
加
し

た
程
度
で
、
紫
紺
会
役
員
と
し
て

の
活
動
は
初
め
て
で
し
た
。
こ
の

様
な
私
で
す
が
、
役
員
経
験
の
あ

る
方
や
沢
山
の
同
窓
生
の
方
々
、

各
学
年
の
代
表
幹
事
の
方
々
に
ご

指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今

期
の
代
表
幹
事
会
の
活
動
を
執
り

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
財
務
委
員
会

委
員
長
　三
浦
　勲
（
23
期
）

　
終
身
会
費
導
入
２
年
目
と
な
っ

た
２
０
２
２
年
度
は
97
名
の
会
員

か
ら
終
身
会
費
97
万
円
を
納
入
い

た
だ
き
、
そ
の
他
年
会
費
収
入
、

入
会
金
収
入
な
ど
併
せ
て
９
９
１

万
円
余
の
収
入
、
会
報
発
行
郵
送

代
、
卒
業
記
念
品
費
、
事
務
局
費

な
ど
支
出
が
８
９
６
万
円
余
、
収

支
差
額
が
95
万
円
余
で
し
た
。
終

身
会
費
と
会
費
収
入
の
見
込
み
が

計
り
辛
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
業
務
効
率
化
の
た

め
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
稼
働

し
、
円
滑
な
業
務
を
進
め
て
い
ま

す
。

●
広
報
・
情
報
委
員
会

委
員
長
　宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）

　
広
報
・
情
報
委
員
会
は
、
本
会

の
全
同
窓
生
に
向
け
て
発
行
す
る

会
報
誌
の
作
成
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

やF
acebook

の
更
新
を
主
な
活

動
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
長

が
参
加
さ
れ
る
会
務
の
取
材
や
、

本
会
が
行
う
事
業
の
記
事
制
作
、

写
真
撮
影
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
委
員
会
活
動
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
活
動
自
粛
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
で
、
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
、
活
発
化
し
て
き
ま
し

た
。
会
報
誌
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
い
作
成
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
満
足
で
き

る
誌
面
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
後
は
、
更
に
皆
さ
ま
に

〝
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
を

第
一
に
〞
と
の
思
い
で
、
作
成
し

て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

の
会
報
誌
発
行
に
あ
た
り
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
事
業
活
動
委
員
会

委
員
長
　浅
野 

芳
幸
（
33
期
）

　
異
例
の
３
年
目
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
お
陰
で
よ
り
運
営
に
関

し
て
精
度
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
会

メ
ン
バ
ー
は
少
な
い
で
す
が
、
委

員
会
メ
ン
バ
ー
の
み
な
ら
ず
多
く

の
会
員
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

年
の
祝
い
と
大
同
窓
会
を
無
事
に

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
総

会
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
変
更
と
な
っ

た
関
係
で
、
さ
ら
に
１
回
ず
つ
年

の
祝
い
と
大
同
窓
会
を
担
当
さ
せ

て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
少

な
く
な
っ
た
今
、
そ
れ
以
前
の
状

況
ま
で
参
加
者
数
を
戻
す
こ
と

と
、
よ
り
会
員
が
参
加
し
た
い
と

思
え
る
事
業
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
こ
の
１

年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
度
の
事
業

活
動
委
員
会
の
活
動
に
も
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

●
青
年
部
委
員
会

委
員
長
　嶋
村
拓
二
郎
（
41
期
）

　
紫
紺
会
青
年
部
は
、
若
手
を
中

心
と
し
た
委
員
会
で
す
。
２
０
２

２
年
度
は
、
３
月
に
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
当
日
は

雨
と
雷
の
影
響
で
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
判
断
を
強
い
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
５
類
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
青
年
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
、
紫
紺
会
を
盛
り
上
げ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

以
前
に
開
催
し
て
い
た
若
手
交
流

会
な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
２

０
２
３
年
度
も
状
況
を
見
な
が
ら

の
企
画
立
案
と
な
り
ま
す
が
、
親

睦
を
深
め
る
会
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
若
手
の
集
客
に

力
を
注
ぎ
、
今
後
に
お
け
る
紫
紺

会
の
発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
飾
馬
奉
納
委
員
会

実
行
委
員
長
　渡
邉 

憲
輔
（
39
期
）

　
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
の
実
行
委

員
長
の
39
期
渡
邉
で
す
。
ま
ず
は

藤
崎
八
旛
宮
秋
季
例
大
祭
の
奉

納
に
お
い
て
関
係
者
の
方
々
に
多

大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お

か
げ
さ
ま
で
9
月
15
日
の
飾
卸
か

ら
9
月
17
日
本
祭
ま
で
、
事
故
も

な
く
無
事
に
奉
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
は
、
本
祭
に

向
け
1
年
通
し
て
活
動
し
ま
す
。

担
当
期
は
新
年
早
々
か
ら
同
窓
会

な
ど
で
声
を
か
け
始
め
、
少
し
ず

つ
集
ま
り
始
め
る
同
級
生
と
春
を

迎
え
ま
す
。
ま
た
、
気
づ
く
と
集

ま
り
始
め
る
各
期
の
同
窓
生
た

ち
。
年
々
暑
さ
を
増
す
夏
の
時
期

に
は
準
備
も
佳
境
を
迎
え
、
楽
団

も
口
取
も
練
習
に
熱
を
帯
び
て
き

ま
す
。
施
設
を
回
る
慰
問
で
は
、

毎
年
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
方
々

を
前
に
音
を
鳴
ら
し
馬
を
引
き
、

観
客
か
ら
拍
手
や
声
を
い
た
だ
く

こ
と
で
、
本
祭
ま
で
の
も
う
ひ
と

踏
ん
張
り
の
力
を
も
ら
い
な
が
ら

今
年
も
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
も
同

窓
生
と
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
同

じ
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
生
ま
れ

る
絆
。
こ
の
大
切
さ
や
温
か
さ
を

も
っ
と
多
く
の
同
窓
生
に
伝
え
て

い
き
た
い
。
来
年
も
同
窓
生
の
皆

様
が
熊
本
を
盛
り
上
げ
る
力
に
、

そ
し
て
同
窓
生
が
紫
紺
会
で
絆
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

全
力
で
運
営
し
て
い
く
所
存
で

す
。

●
経
済
同
友
会

委
員
長
　寺
本 

光
秀
（
22
期
）

　
令
和
5
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

縮
小
し
て
い
た
活
動
を
少
し
ず
つ

正
常
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
総
会
・
年
祝
い
会
は
、
7
月
8

日
に
、
松
屋
本
館
（
25
期
・
西
上

佳
孝
会
員
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

年
祝
い
会
で
は
、
傘
寿
（
猿
渡
攻

先
生
）、
喜
寿
（
5
期
）、
還
暦

（
21
期
）、
厄
晴
れ
（
40
期
）
の

会
員
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
当

日
は
在
校
生
の
隠
れ
た
善
行
を
讃

え
る
奨
励
賞
に
つ
い
て
も
授
与
式

を
行
い
、
熊
本
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会

設
立
30
周
年
記
念
講
演
会
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
に
携
わ
っ
た
3

委
員
会・支
部
年
間
活
動
報
告

名
の
生
徒
に
授
与
し
ま
し
た
。

　
五
校
経
済
同
友
会
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
は
当
会
が
幹
事
校
と

な
っ
て
お
り
、
11
月
11
日
（
土
）

に
K
K
R
ホ
テ
ル
熊
本
に
て
、
合

同
例
会
・
講
演
会
を
開
催
予
定
で

す
。
当
校
40
期
生
で
、
水
球
男
子

日
本
代
表
（
ポ
セ
イ
ド
ン
ジ
ャ
パ

ン
）
の
監
督
を
務
め
て
い
る
塩
田

義
法
さ
ん
に
ご
講
演
を
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

（
文
責
　
中
村
由
紀
子
）

●
県
庁
紫
紺
会

第
２
回
　
総
会
・
懇
親
会

　
令
和
５
年
６
月
23
日
（
金
）、

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
の
松
屋

本
館
で
、
令
和
５
年
度
の
総
会
・

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
紫
紺
会

か
ら
は
木
村
会
長
が
他
の
会
合

と
重
な
っ
た
た
め
、
代
役
で
代
表

幹
事
長
の
浦
上
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
平
成
19
年
以
降
は
休
止
状
態

だ
っ
た
県
庁
紫
紺
会
を
、
現
菊
陽

町
副
町
長
の
小
牧
裕
明
氏
（
20

期
）
ほ
か
有
志
の
方
々
が
集
ま

り
、
昨
年
再
発
足
さ
れ
、
今
回
が

新
生
後
２
回
目
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
副
会
長
の
浦
田
隆
治
氏

（
21
期
）
に
よ
る
挨
拶
で
開
会

し
、
衆
議
院
議
員
の
坂
本
哲
志

氏
（
８
期
）・
母
校
副
校
長
の
市

川
裕
樹
氏
（
21
期
）
ほ
か
、
３
名

の
方
か
ら
来
賓
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
は
議
事
に
入
り
、
総

会
で
新
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、

浦
田
氏
が
会
長
に
、
内
田
清
之

氏
（
22
期
）・
久
保
礼
子
氏
（
23

期
）・
白
石
隆
氏
（
24
期
）
が
副

会
長
に
、
幹
事
長
、
事
務
局
長
、

事
務
局
次
長
、
会
計
監
査
の
各

役
員
も
満
場
一
致
で
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
浦
田
新
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、

「
県
庁
紫
紺
会
の
会
員
は
、
県
庁

の
要
職
に
就
か
れ
て
い
る
方
も
多

く
、
様
々
な
部
署
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
紫
紺
会
で
の
出
会
い
や

つ
な
が
り
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

に
活
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

語
ら
れ
、
今
後
の
県
庁
紫
紺
会
の

活
動
を
担
う
決
意
を
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
総
会
の
議
事
が
ス
ム
ー
ズ
に

終
了
し
た
後
は
前
会
長
の
小
牧

氏
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親

会
が
始
ま
り
、
来
賓
・
役
員
・
年

齢
・
役
職
等
の
境
を
超
え
て
、
参

加
者
全
員
で
楽
し
い
時
間
を
共

有
で
き
ま
し
た
。
昨
年
の
設
立
総

会
に
比
べ
る
と
参
加
者
は
若
干

少
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
50
期

代
以
降
の
若
い
方
の
参
加
が
目

立
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
役
員

の
方
々
と
、
県
庁
紫
紺
会
の
再

開
、
継
続
に
つ
い
て
、
様
々
な
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
県
庁
紫
紺
会
の
皆
様
の

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

代
表
幹
事
長
　
　
　
　
　
　

　
浦
上 

和
裕
（
16
期
）

●
東
京
紫
紺
会

東
京
紫
紺
会
総
会
・
懇
親
会

　
令
和
５
年
３
月
４
日
（
土
）、

東
京
都
千
代
田
区
の
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
「
ア
イ
リ
ス
」
で
東

京
紫
紺
会
総
会
及
び
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
60
名
の
卒
業
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
4
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
式
で
は
、

今
年
度
か
ら
新
し
く
選
出
さ
れ
た

会
長
紹
介
も
あ
り
、
活
発
に
親
交

を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
会
長

挨
拶
で
は
「
若
い
人
た
ち
へ
向
け

た
活
動
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ

り
、
世
代
交
代
は
大
事
な
課
題
。

今
回
の
会
長
交
代
を
含
め
、
若
い

同
窓
生
た
ち
の
意
見
に
重
点
を
置

い
た
会
の
運
営
を
行
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
「
東
京
に
就
業
・
就
学
な
ど

で
居
住
す
る
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ

の
方
に
も
ぜ
ひ
例
会
に
参
加
い
た

だ
き
の
で
、
東
京
紫
紺
会
の
事
務

局
宛
に
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
会

か
ら
は
、
木
村
会
長
が
会
を
代
表

し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
・
情
報
委
員
長

　
　
　
　
宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）



総
勢
１
０
６
名
で
盛
会
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
式
で
は
、
本
会
の
木
村
会

長
か
ら
、
全
国
大
会
へ
出
場
さ

れ
る
選
手
の
皆
さ
ん
に
向
け
、

「
こ
れ
ま
で
練
習
に
励
ん
で
こ
ら

れ
た
努
力
へ
の
称
賛
の
言
葉
と
、

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

学
校
教
職
員
の
皆
さ
ん
方
、
そ

し
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
方
へ
の

感
謝
と
労
い
の
言
葉
」
を
送
ら

れ
、
乾
杯
の
音
頭
を
取
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
本
会
の
浦
上

代
表
幹
事
長
か
ら
出
場
選
手
代

表
者
に
紫
紺
会
部
活
動
奨
励
金

10
万
円
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
・
情
報
委
員
長

　
　
　
　
宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）

れ
た
こ
と
を
祝
福
す
る
意
味
を

含
め
、
熊
本
市
内
の
高
等
学
校

同
窓
会
が
一
堂
に
集
い
、
会
を
催

し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
協
議
会

で
す
。
現
在
で
は
熊
本
県
内
に

参
加
校
を
集
い
、
全
28
校
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
日
は
こ
の
度
菊
陽

町
長
に
初
当
選
さ
れ
た
吉
本
孝

寿
氏
も
参
加
さ
れ
、
総
勢
53
名

で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
の
進
行
は
、
令
和
３
年
度

の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
の
後

に
主
催
者
挨
拶
、
大
西
熊
本
市

長
、
吉
本
菊
陽
町
長
挨
拶
と
続

き
、
情
報
交
換
会
に
移
り
ま
し

た
。
情
報
交
換
会
で
は
、
各
同
窓

会
で
の
会
員
確
保
や
会
費
納
入

と
い
っ
た
活
動
状
況
や
ス
ポ
ー
ツ

関
係
の
こ
と
が
話
題
に
上
り
、
ス

ポ
ー
ツ
で
は
ヤ
ク
ル
ト
の
村
上
選

手
の
活
躍
も
あ
っ
て
か
〝
球
場
不

足
〞
問
題
が
多
く
話
さ
れ
て
い
ま

　
令
和
４
年
11
月
18
日
、
熊
本

市
の
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で

熊
本
県
高
校
同
窓
会
連
絡
協
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
は
平
成
26
年
に
大
西
一

史
氏
が
熊
本
市
長
に
初
当
選
さ

　
令
和
５
年
７
月
５
日
、
熊
本

市
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本
で
、

令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
・
総
合
文
化
祭
及

び
全
国
大
会
出
場
選
手
を
激
励

す
る
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
高
橋
学
校
長
を
は

じ
め
部
活
動
顧
問
の
先
生
方
、

保
護
者
で
組
織
す
る
学
校
部
活

動
振
興
会
の
方
、
そ
し
て
出
場

す
る
学
生
選
手
（
男
子
ボ
ー
ト

部
、
女
子
ボ
ー
ト
部
、
女
子
テ

ニ
ス
部
、
男
子
体
操
部
、
女
子

体
操
部
、新
体
操
、少
林
寺
拳
法
、

囲
碁
部
、
放
送
部
、
百
人
一
首

同
好
会
）
と
そ
の
保
護
者
の
方
、

し
、
そ
し
て
共
に
会
の
発
展
の
た

め
に
力
を
合
わ
せ
、
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
委

嘱
状
授
与
式
で
は
、
代
表
幹
事

を
務
め
ら
れ
る
濱
田
菜
々
子
さ

ん
と
副
代
表
幹
事
を
務
め
ら
れ

る
浦
田
毘
向
大
さ
ん
に
登
壇
い

た
だ
き
、
会
長
か
ら
委
嘱
状
が

渡
さ
れ
、
ク
ラ
ス
幹
事
の
皆
さ
ま

22
人
に
は
各
ク
ラ
ス
で
担
任
の

先
生
か
ら
お
渡
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
ま
た
受
験
、
卒
業
、

入
学
、
新
年
度
と
大
変
お
忙
し

い
中
、
こ
の
よ
う
な
紫
紺
会
入
会

式
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
学
校
な
ら
び
に
先
生
方
に
心

か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
、
報
告

と
い
た
し
ま
す
。

　
広
報
・
情
報
委
員
長

　
　
　
　
宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）

●
事
務
局

事
務
局
長
　奥
村 

誠
基
（
33
期
）

　
昨
年
の
紫
紺
会
の
活
動
を
振
り

返
り
、
大
同
窓
会
や
年
祝
い
の
会

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
で
は
初
め

て
多
く
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
交

流
の
場
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
事
務
局
長
と
し
て
2
年
間
の

任
期
を
経
て
、
あ
と
1
年
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
さ

ら
に
充
実
し
た
活
動
に
す
る
べ
く

努
め
て
参
り
ま
す
。
今
年
も
皆
様

が
紫
紺
会
に
誇
り
を
持
ち
、
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
役
員
一

同
、
精
一
杯
努
力
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
代
表
幹
事
会

代
表
幹
事
長
　浦
上 

和
裕
（
16
期
）

　
令
和
４
年
度
は
、
各
期
の
代

表
幹
事
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

令
和
４
年
５
月
18
日
・
９
月
14

日
・
1
月
９
日
・
令
和
５
年
１
月

11
日
の
日
程
で
、
審
議
・
協
議
、

確
認
事
項
等
の
会
議
を
４
回
行

い
ま
し
た
。

　
１
月
28
日
の
新
春
大
同
窓
会
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
、
参

加
者
の
事
前
確
定
が
必
要
と
な

り
、
各
期
の
代
表
幹
事
様
に
は
、

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
管
理
、
出
席
者

の
確
定
、
名
簿
の
提
出
、
当
日
の

受
付
、
集
金
等
、
例
年
以
上
の
ご

足
労
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
新
春
大
同
窓
会
は
大

盛
況
で
し
た
。
６
月
３
日
に
開
催

し
た
年
祝
い
の
会
お
よ
び
総
会
で

は
前
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
を
発
症
し

て
し
ま
い
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
木
村
会
長
か
ら
の
任
命

で
代
表
幹
事
長
を
拝
命
し
ま
し
た

が
、
大
同
窓
会
に
は
数
回
参
加
し

た
程
度
で
、
紫
紺
会
役
員
と
し
て

の
活
動
は
初
め
て
で
し
た
。
こ
の

様
な
私
で
す
が
、
役
員
経
験
の
あ

る
方
や
沢
山
の
同
窓
生
の
方
々
、

各
学
年
の
代
表
幹
事
の
方
々
に
ご

指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今

期
の
代
表
幹
事
会
の
活
動
を
執
り

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
財
務
委
員
会

委
員
長
　三
浦
　勲
（
23
期
）

　
終
身
会
費
導
入
２
年
目
と
な
っ

た
２
０
２
２
年
度
は
97
名
の
会
員

か
ら
終
身
会
費
97
万
円
を
納
入
い

た
だ
き
、
そ
の
他
年
会
費
収
入
、

入
会
金
収
入
な
ど
併
せ
て
９
９
１

万
円
余
の
収
入
、
会
報
発
行
郵
送

代
、
卒
業
記
念
品
費
、
事
務
局
費

な
ど
支
出
が
８
９
６
万
円
余
、
収

支
差
額
が
95
万
円
余
で
し
た
。
終

身
会
費
と
会
費
収
入
の
見
込
み
が

計
り
辛
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
業
務
効
率
化
の
た

め
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
稼
働

し
、
円
滑
な
業
務
を
進
め
て
い
ま

す
。

●
広
報
・
情
報
委
員
会

委
員
長
　宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）

　
広
報
・
情
報
委
員
会
は
、
本
会

の
全
同
窓
生
に
向
け
て
発
行
す
る

会
報
誌
の
作
成
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

やF
acebook

の
更
新
を
主
な
活

動
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
長

が
参
加
さ
れ
る
会
務
の
取
材
や
、

本
会
が
行
う
事
業
の
記
事
制
作
、

写
真
撮
影
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
委
員
会
活
動
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
活
動
自
粛
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
で
、
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
、
活
発
化
し
て
き
ま
し

た
。
会
報
誌
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
い
作
成
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
満
足
で
き

る
誌
面
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
後
は
、
更
に
皆
さ
ま
に

〝
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
を

第
一
に
〞
と
の
思
い
で
、
作
成
し

て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

の
会
報
誌
発
行
に
あ
た
り
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
事
業
活
動
委
員
会

委
員
長
　浅
野 

芳
幸
（
33
期
）

　
異
例
の
３
年
目
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
お
陰
で
よ
り
運
営
に
関

し
て
精
度
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
会

メ
ン
バ
ー
は
少
な
い
で
す
が
、
委

員
会
メ
ン
バ
ー
の
み
な
ら
ず
多
く

の
会
員
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

年
の
祝
い
と
大
同
窓
会
を
無
事
に

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
総

会
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
変
更
と
な
っ

た
関
係
で
、
さ
ら
に
１
回
ず
つ
年

の
祝
い
と
大
同
窓
会
を
担
当
さ
せ

て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
少

な
く
な
っ
た
今
、
そ
れ
以
前
の
状

況
ま
で
参
加
者
数
を
戻
す
こ
と

と
、
よ
り
会
員
が
参
加
し
た
い
と

思
え
る
事
業
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
こ
の
１

年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
度
の
事
業

活
動
委
員
会
の
活
動
に
も
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

●
青
年
部
委
員
会

委
員
長
　嶋
村
拓
二
郎
（
41
期
）

　
紫
紺
会
青
年
部
は
、
若
手
を
中

心
と
し
た
委
員
会
で
す
。
２
０
２

２
年
度
は
、
３
月
に
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
当
日
は

雨
と
雷
の
影
響
で
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
判
断
を
強
い
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
５
類
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
青
年
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
、
紫
紺
会
を
盛
り
上
げ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

以
前
に
開
催
し
て
い
た
若
手
交
流

会
な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
２

０
２
３
年
度
も
状
況
を
見
な
が
ら

の
企
画
立
案
と
な
り
ま
す
が
、
親

睦
を
深
め
る
会
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
若
手
の
集
客
に

力
を
注
ぎ
、
今
後
に
お
け
る
紫
紺

会
の
発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
飾
馬
奉
納
委
員
会

実
行
委
員
長
　渡
邉 

憲
輔
（
39
期
）

　
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
の
実
行
委

員
長
の
39
期
渡
邉
で
す
。
ま
ず
は

藤
崎
八
旛
宮
秋
季
例
大
祭
の
奉

納
に
お
い
て
関
係
者
の
方
々
に
多

大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お

か
げ
さ
ま
で
9
月
15
日
の
飾
卸
か

ら
9
月
17
日
本
祭
ま
で
、
事
故
も

な
く
無
事
に
奉
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
は
、
本
祭
に

向
け
1
年
通
し
て
活
動
し
ま
す
。

担
当
期
は
新
年
早
々
か
ら
同
窓
会

な
ど
で
声
を
か
け
始
め
、
少
し
ず

つ
集
ま
り
始
め
る
同
級
生
と
春
を

迎
え
ま
す
。
ま
た
、
気
づ
く
と
集

ま
り
始
め
る
各
期
の
同
窓
生
た

ち
。
年
々
暑
さ
を
増
す
夏
の
時
期

に
は
準
備
も
佳
境
を
迎
え
、
楽
団

も
口
取
も
練
習
に
熱
を
帯
び
て
き

ま
す
。
施
設
を
回
る
慰
問
で
は
、

毎
年
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
方
々

を
前
に
音
を
鳴
ら
し
馬
を
引
き
、

観
客
か
ら
拍
手
や
声
を
い
た
だ
く

こ
と
で
、
本
祭
ま
で
の
も
う
ひ
と

踏
ん
張
り
の
力
を
も
ら
い
な
が
ら

今
年
も
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
も
同

窓
生
と
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
同

じ
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
生
ま
れ

る
絆
。
こ
の
大
切
さ
や
温
か
さ
を

も
っ
と
多
く
の
同
窓
生
に
伝
え
て

い
き
た
い
。
来
年
も
同
窓
生
の
皆

様
が
熊
本
を
盛
り
上
げ
る
力
に
、

そ
し
て
同
窓
生
が
紫
紺
会
で
絆
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

全
力
で
運
営
し
て
い
く
所
存
で

す
。

●
経
済
同
友
会

委
員
長
　寺
本 

光
秀
（
22
期
）

　
令
和
5
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

縮
小
し
て
い
た
活
動
を
少
し
ず
つ

正
常
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
総
会
・
年
祝
い
会
は
、
7
月
8

日
に
、
松
屋
本
館
（
25
期
・
西
上

佳
孝
会
員
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

年
祝
い
会
で
は
、
傘
寿
（
猿
渡
攻

先
生
）、
喜
寿
（
5
期
）、
還
暦

（
21
期
）、
厄
晴
れ
（
40
期
）
の

会
員
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
当

日
は
在
校
生
の
隠
れ
た
善
行
を
讃

え
る
奨
励
賞
に
つ
い
て
も
授
与
式

を
行
い
、
熊
本
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会

設
立
30
周
年
記
念
講
演
会
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
に
携
わ
っ
た
3

第
62
期
生
紫
紺
会
入
会
式

熊
本
県
高
校
同
窓
会
連
絡
協
議
会
定
例
会

開
催
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
・
総
合
文
化
祭
及
び

全
国
大
会
出
場
選
手
激
励
会

副代表幹事の浦田毘向大さん

　
同
窓
会
で
幹
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
清
藤
洸
翔
で
す
。

　
先
日
は
お
忙
し
い
中
、
熊
本
学
園
大
学
付
属
高
校
の
同
窓
会
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
卒
業
以
来
2
年
ぶ
り
の
皆
様
と
の
再
会
は
短
い
間
で
し
た
が
、
高
校
生
の
頃
に
戻
っ

た
よ
う
で
、
暖
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
私
達
は
20
歳
と
な
り
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
き
っ
と
楽
し
い
こ
と
や
嬉
し
い
こ
と
、
幸
せ
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
辛
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
も
ま
た
、
起
こ
る
と
思
い
ま
す
。
社
会
の
荒
波
に
揉
ま
れ
、
身
動
き
が
取

れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
学
付
で
過
ご
し
た
日
々
と
楽
し
か
っ
た
思
い

出
は
、
き
っ
と
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。
臆
せ
ず
、
み
ん
な
で
精
一
杯
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

〜
感
謝
を
込
め
て
〜

紫
紺
会
60
期
幹
事

　清
藤

　洸
翔
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令
和
５
年
３
月
２
日
、
本
校

多
目
的
ホ
ー
ル
で
紫
紺
会
62
期

生
の
入
会
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
、
卒
業
式

前
の
予
行
演
習
に
合
わ
せ
体
育

館
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
実
施
と

な
り
、
z
o
o
m
を
使
用
し
た
会

式
と
な
り
ま
し
た
。
授
与
式
会

場
に
は
当
日
学
校
か
ら
表
彰
状

を
代
表
で
受
け
る
生
徒
30
人
が

待
機
し
、
そ
の
映
像
を
各
教
室
へ

配
信
す
る
方
法
で
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
生
徒
た
ち
へ

の
各
種
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
入
会
式
と
な
り
ま
し
た
。
式

で
は
木
村
会
長
が
「
３
月
３
日
に

卒
業
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
入

会
後
に
は
有
意
義
な
活
動
が
で

き
る
よ
う
本
会
と
し
て
も
尽
力

志
そ
れ
ぞ
れ
に
集
い
写
真
を
取

り
合
う
な
ど
、
さ
ら
に
深
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
会
の
終
盤
に
は
、
幹

事
の
皆
さ
ん
で
作
成
さ
れ
た
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
会
場
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
当
時
学

年
主
任
を
務
め
ら
れ
た
、
豊
田

先
生
か
ら
成
人
を
迎
え
る
皆
さ

ん
へ
の
挨
拶
、
そ
し
て
１
組
か
ら

11
組
ま
で
の
各
担
任
の
先
生
か

ら
個
性
あ
ふ
れ
る
、
心
温
ま
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
る
度
に
、

会
場
内
は
歓
声
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
閉
式
で
は
、
内
山
幹
事

仕
切
り
の
も
と
一
本
締
め
を
全
員

で
行
い
、
集
合
写
真
を
撮
影
し
、

皆
さ
ん
無
事
に
散
会
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
か
ら
は
成
人
同
窓
会

支
援
事
業
と
し
て
木
村
会
長
か

ら
５
万
円
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
広
報
・
情
報
委
員
長

　
　
　
　
宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）

　
令
和
５
年
１
月
３
日
、
熊
本

市
の
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で

60
期
生
が
集
う
成
人
同
窓
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
幹
事
を
務
め
る
清

藤
洸
翔
さ
ん
、
内
山
菜
月
さ
ん
に

よ
る
司
会
進
行
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で

は
あ
っ
た
も
の
の
、
全
国
か
ら
１

５
０
名
程
が
集
い
、
盛
会
に
催
さ

れ
ま
し
た
。
開
式
で
は
、
木
村
会

長
が
本
会
を
代
表
さ
れ
成
人
を

迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
へ
、
お
祝
い

の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
開

式
後
は
テ
ー
ブ
ル
近
く
で
の
談

話
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
会
の
中
頃
に
は
懇
親
も
進

み
、
友
人
同
士
、
部
活
の
旧
友
同

代表幹事の濱田菜々子さん

60
期
生
成
人
同
窓
会

名
の
生
徒
に
授
与
し
ま
し
た
。

　
五
校
経
済
同
友
会
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
は
当
会
が
幹
事
校
と

な
っ
て
お
り
、
11
月
11
日
（
土
）

に
K
K
R
ホ
テ
ル
熊
本
に
て
、
合

同
例
会
・
講
演
会
を
開
催
予
定
で

す
。
当
校
40
期
生
で
、
水
球
男
子

日
本
代
表
（
ポ
セ
イ
ド
ン
ジ
ャ
パ

ン
）
の
監
督
を
務
め
て
い
る
塩
田

義
法
さ
ん
に
ご
講
演
を
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

（
文
責
　
中
村
由
紀
子
）

●
県
庁
紫
紺
会

第
２
回
　
総
会
・
懇
親
会

　
令
和
５
年
６
月
23
日
（
金
）、

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
の
松
屋

本
館
で
、
令
和
５
年
度
の
総
会
・

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
紫
紺
会

か
ら
は
木
村
会
長
が
他
の
会
合

と
重
な
っ
た
た
め
、
代
役
で
代
表

幹
事
長
の
浦
上
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
平
成
19
年
以
降
は
休
止
状
態

だ
っ
た
県
庁
紫
紺
会
を
、
現
菊
陽

町
副
町
長
の
小
牧
裕
明
氏
（
20

期
）
ほ
か
有
志
の
方
々
が
集
ま

り
、
昨
年
再
発
足
さ
れ
、
今
回
が

新
生
後
２
回
目
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
副
会
長
の
浦
田
隆
治
氏

（
21
期
）
に
よ
る
挨
拶
で
開
会

し
、
衆
議
院
議
員
の
坂
本
哲
志

氏
（
８
期
）・
母
校
副
校
長
の
市

川
裕
樹
氏
（
21
期
）
ほ
か
、
３
名

の
方
か
ら
来
賓
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
は
議
事
に
入
り
、
総

会
で
新
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、

浦
田
氏
が
会
長
に
、
内
田
清
之

氏
（
22
期
）・
久
保
礼
子
氏
（
23

期
）・
白
石
隆
氏
（
24
期
）
が
副

会
長
に
、
幹
事
長
、
事
務
局
長
、

事
務
局
次
長
、
会
計
監
査
の
各

役
員
も
満
場
一
致
で
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
浦
田
新
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、

「
県
庁
紫
紺
会
の
会
員
は
、
県
庁

の
要
職
に
就
か
れ
て
い
る
方
も
多

く
、
様
々
な
部
署
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
紫
紺
会
で
の
出
会
い
や

つ
な
が
り
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

に
活
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

語
ら
れ
、
今
後
の
県
庁
紫
紺
会
の

活
動
を
担
う
決
意
を
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
総
会
の
議
事
が
ス
ム
ー
ズ
に

終
了
し
た
後
は
前
会
長
の
小
牧

氏
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親

会
が
始
ま
り
、
来
賓
・
役
員
・
年

齢
・
役
職
等
の
境
を
超
え
て
、
参

加
者
全
員
で
楽
し
い
時
間
を
共

有
で
き
ま
し
た
。
昨
年
の
設
立
総

会
に
比
べ
る
と
参
加
者
は
若
干

少
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
50
期

代
以
降
の
若
い
方
の
参
加
が
目

立
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
役
員

の
方
々
と
、
県
庁
紫
紺
会
の
再

開
、
継
続
に
つ
い
て
、
様
々
な
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
県
庁
紫
紺
会
の
皆
様
の

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

代
表
幹
事
長
　
　
　
　
　
　

　
浦
上 

和
裕
（
16
期
）

●
東
京
紫
紺
会

東
京
紫
紺
会
総
会
・
懇
親
会

　
令
和
５
年
３
月
４
日
（
土
）、

東
京
都
千
代
田
区
の
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
「
ア
イ
リ
ス
」
で
東

京
紫
紺
会
総
会
及
び
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
60
名
の
卒
業
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
4
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
式
で
は
、

今
年
度
か
ら
新
し
く
選
出
さ
れ
た

会
長
紹
介
も
あ
り
、
活
発
に
親
交

を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
会
長

挨
拶
で
は
「
若
い
人
た
ち
へ
向
け

た
活
動
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ

り
、
世
代
交
代
は
大
事
な
課
題
。

今
回
の
会
長
交
代
を
含
め
、
若
い

同
窓
生
た
ち
の
意
見
に
重
点
を
置

い
た
会
の
運
営
を
行
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
「
東
京
に
就
業
・
就
学
な
ど

で
居
住
す
る
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ

の
方
に
も
ぜ
ひ
例
会
に
参
加
い
た

だ
き
の
で
、
東
京
紫
紺
会
の
事
務

局
宛
に
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
会

か
ら
は
、
木
村
会
長
が
会
を
代
表

し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
・
情
報
委
員
長

　
　
　
　
宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）

し
た
。

　
途
中
、
本
会
に
急
遽
挨
拶
指

名
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、
木
村

会
長
が
本
校
の
進
学
状
況
を
説

明
さ
れ
、
同
窓
会
が
学
校
と
一
体

と
な
っ
て
、
学
生
た
ち
の
更
な
る

高
み
へ
と
つ
な
が
る
進
学
に
向
け

て
努
め
て
い
る
旨
が
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
広
報
・
情
報
委
員
長

　
　
　
　
宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）

※新会長
　　本田　光二（18期）

※東京紫紺会連絡先  担当者
　　幹事長
　　　坂田　剛（23期）
連絡先　 
　go-saka.007@ezweb.ne.jp



総
勢
１
０
６
名
で
盛
会
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
式
で
は
、
本
会
の
木
村
会

長
か
ら
、
全
国
大
会
へ
出
場
さ

れ
る
選
手
の
皆
さ
ん
に
向
け
、

「
こ
れ
ま
で
練
習
に
励
ん
で
こ
ら

れ
た
努
力
へ
の
称
賛
の
言
葉
と
、

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

学
校
教
職
員
の
皆
さ
ん
方
、
そ

し
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
方
へ
の

感
謝
と
労
い
の
言
葉
」
を
送
ら

れ
、
乾
杯
の
音
頭
を
取
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
本
会
の
浦
上

代
表
幹
事
長
か
ら
出
場
選
手
代

表
者
に
紫
紺
会
部
活
動
奨
励
金

10
万
円
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
・
情
報
委
員
長

　
　
　
　
宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）

れ
た
こ
と
を
祝
福
す
る
意
味
を

含
め
、
熊
本
市
内
の
高
等
学
校

同
窓
会
が
一
堂
に
集
い
、
会
を
催

し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
協
議
会

で
す
。
現
在
で
は
熊
本
県
内
に

参
加
校
を
集
い
、
全
28
校
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
日
は
こ
の
度
菊
陽

町
長
に
初
当
選
さ
れ
た
吉
本
孝

寿
氏
も
参
加
さ
れ
、
総
勢
53
名

で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
の
進
行
は
、
令
和
３
年
度

の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
の
後

に
主
催
者
挨
拶
、
大
西
熊
本
市

長
、
吉
本
菊
陽
町
長
挨
拶
と
続

き
、
情
報
交
換
会
に
移
り
ま
し

た
。
情
報
交
換
会
で
は
、
各
同
窓

会
で
の
会
員
確
保
や
会
費
納
入

と
い
っ
た
活
動
状
況
や
ス
ポ
ー
ツ

関
係
の
こ
と
が
話
題
に
上
り
、
ス

ポ
ー
ツ
で
は
ヤ
ク
ル
ト
の
村
上
選

手
の
活
躍
も
あ
っ
て
か
〝
球
場
不

足
〞
問
題
が
多
く
話
さ
れ
て
い
ま

　
令
和
４
年
11
月
18
日
、
熊
本

市
の
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で

熊
本
県
高
校
同
窓
会
連
絡
協
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
は
平
成
26
年
に
大
西
一

史
氏
が
熊
本
市
長
に
初
当
選
さ

　
令
和
５
年
７
月
５
日
、
熊
本

市
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本
で
、

令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
・
総
合
文
化
祭
及

び
全
国
大
会
出
場
選
手
を
激
励

す
る
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
高
橋
学
校
長
を
は

じ
め
部
活
動
顧
問
の
先
生
方
、

保
護
者
で
組
織
す
る
学
校
部
活

動
振
興
会
の
方
、
そ
し
て
出
場

す
る
学
生
選
手
（
男
子
ボ
ー
ト

部
、
女
子
ボ
ー
ト
部
、
女
子
テ

ニ
ス
部
、
男
子
体
操
部
、
女
子

体
操
部
、新
体
操
、少
林
寺
拳
法
、

囲
碁
部
、
放
送
部
、
百
人
一
首

同
好
会
）
と
そ
の
保
護
者
の
方
、

し
、
そ
し
て
共
に
会
の
発
展
の
た

め
に
力
を
合
わ
せ
、
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
委

嘱
状
授
与
式
で
は
、
代
表
幹
事

を
務
め
ら
れ
る
濱
田
菜
々
子
さ

ん
と
副
代
表
幹
事
を
務
め
ら
れ

る
浦
田
毘
向
大
さ
ん
に
登
壇
い

た
だ
き
、
会
長
か
ら
委
嘱
状
が

渡
さ
れ
、
ク
ラ
ス
幹
事
の
皆
さ
ま

22
人
に
は
各
ク
ラ
ス
で
担
任
の

先
生
か
ら
お
渡
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
ま
た
受
験
、
卒
業
、

入
学
、
新
年
度
と
大
変
お
忙
し

い
中
、
こ
の
よ
う
な
紫
紺
会
入
会

式
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
学
校
な
ら
び
に
先
生
方
に
心

か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
、
報
告

と
い
た
し
ま
す
。

　
広
報
・
情
報
委
員
長

　
　
　
　
宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）

●
事
務
局

事
務
局
長
　奥
村 

誠
基
（
33
期
）

　
昨
年
の
紫
紺
会
の
活
動
を
振
り

返
り
、
大
同
窓
会
や
年
祝
い
の
会

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
で
は
初
め

て
多
く
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
交

流
の
場
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
事
務
局
長
と
し
て
2
年
間
の

任
期
を
経
て
、
あ
と
1
年
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
さ

ら
に
充
実
し
た
活
動
に
す
る
べ
く

努
め
て
参
り
ま
す
。
今
年
も
皆
様

が
紫
紺
会
に
誇
り
を
持
ち
、
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
役
員
一

同
、
精
一
杯
努
力
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
代
表
幹
事
会

代
表
幹
事
長
　浦
上 

和
裕
（
16
期
）

　
令
和
４
年
度
は
、
各
期
の
代

表
幹
事
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

令
和
４
年
５
月
18
日
・
９
月
14

日
・
1
月
９
日
・
令
和
５
年
１
月

11
日
の
日
程
で
、
審
議
・
協
議
、

確
認
事
項
等
の
会
議
を
４
回
行

い
ま
し
た
。

　
１
月
28
日
の
新
春
大
同
窓
会
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
、
参

加
者
の
事
前
確
定
が
必
要
と
な

り
、
各
期
の
代
表
幹
事
様
に
は
、

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
管
理
、
出
席
者

の
確
定
、
名
簿
の
提
出
、
当
日
の

受
付
、
集
金
等
、
例
年
以
上
の
ご

足
労
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
新
春
大
同
窓
会
は
大

盛
況
で
し
た
。
６
月
３
日
に
開
催

し
た
年
祝
い
の
会
お
よ
び
総
会
で

は
前
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
を
発
症
し

て
し
ま
い
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
木
村
会
長
か
ら
の
任
命

で
代
表
幹
事
長
を
拝
命
し
ま
し
た

が
、
大
同
窓
会
に
は
数
回
参
加
し

た
程
度
で
、
紫
紺
会
役
員
と
し
て

の
活
動
は
初
め
て
で
し
た
。
こ
の

様
な
私
で
す
が
、
役
員
経
験
の
あ

る
方
や
沢
山
の
同
窓
生
の
方
々
、

各
学
年
の
代
表
幹
事
の
方
々
に
ご

指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今

期
の
代
表
幹
事
会
の
活
動
を
執
り

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
財
務
委
員
会

委
員
長
　三
浦
　勲
（
23
期
）

　
終
身
会
費
導
入
２
年
目
と
な
っ

た
２
０
２
２
年
度
は
97
名
の
会
員

か
ら
終
身
会
費
97
万
円
を
納
入
い

た
だ
き
、
そ
の
他
年
会
費
収
入
、

入
会
金
収
入
な
ど
併
せ
て
９
９
１

万
円
余
の
収
入
、
会
報
発
行
郵
送

代
、
卒
業
記
念
品
費
、
事
務
局
費

な
ど
支
出
が
８
９
６
万
円
余
、
収

支
差
額
が
95
万
円
余
で
し
た
。
終

身
会
費
と
会
費
収
入
の
見
込
み
が

計
り
辛
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
業
務
効
率
化
の
た

め
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
稼
働

し
、
円
滑
な
業
務
を
進
め
て
い
ま

す
。

●
広
報
・
情
報
委
員
会

委
員
長
　宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）

　
広
報
・
情
報
委
員
会
は
、
本
会

の
全
同
窓
生
に
向
け
て
発
行
す
る

会
報
誌
の
作
成
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

やF
acebook

の
更
新
を
主
な
活

動
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
長

が
参
加
さ
れ
る
会
務
の
取
材
や
、

本
会
が
行
う
事
業
の
記
事
制
作
、

写
真
撮
影
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
委
員
会
活
動
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
活
動
自
粛
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
で
、
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
、
活
発
化
し
て
き
ま
し

た
。
会
報
誌
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
い
作
成
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
満
足
で
き

る
誌
面
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
後
は
、
更
に
皆
さ
ま
に

〝
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
を

第
一
に
〞
と
の
思
い
で
、
作
成
し

て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

の
会
報
誌
発
行
に
あ
た
り
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
事
業
活
動
委
員
会

委
員
長
　浅
野 

芳
幸
（
33
期
）

　
異
例
の
３
年
目
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
お
陰
で
よ
り
運
営
に
関

し
て
精
度
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
会

メ
ン
バ
ー
は
少
な
い
で
す
が
、
委

員
会
メ
ン
バ
ー
の
み
な
ら
ず
多
く

の
会
員
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

年
の
祝
い
と
大
同
窓
会
を
無
事
に

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
総

会
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
変
更
と
な
っ

た
関
係
で
、
さ
ら
に
１
回
ず
つ
年

の
祝
い
と
大
同
窓
会
を
担
当
さ
せ

て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
少

な
く
な
っ
た
今
、
そ
れ
以
前
の
状

況
ま
で
参
加
者
数
を
戻
す
こ
と

と
、
よ
り
会
員
が
参
加
し
た
い
と

思
え
る
事
業
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
こ
の
１

年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
度
の
事
業

活
動
委
員
会
の
活
動
に
も
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

●
青
年
部
委
員
会

委
員
長
　嶋
村
拓
二
郎
（
41
期
）

　
紫
紺
会
青
年
部
は
、
若
手
を
中

心
と
し
た
委
員
会
で
す
。
２
０
２

２
年
度
は
、
３
月
に
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
当
日
は

雨
と
雷
の
影
響
で
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
判
断
を
強
い
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
５
類
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
青
年
部
の
活
動
を
再
開
さ

せ
、
紫
紺
会
を
盛
り
上
げ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

以
前
に
開
催
し
て
い
た
若
手
交
流

会
な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
２

０
２
３
年
度
も
状
況
を
見
な
が
ら

の
企
画
立
案
と
な
り
ま
す
が
、
親

睦
を
深
め
る
会
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
若
手
の
集
客
に

力
を
注
ぎ
、
今
後
に
お
け
る
紫
紺

会
の
発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
飾
馬
奉
納
委
員
会

実
行
委
員
長
　渡
邉 

憲
輔
（
39
期
）

　
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
の
実
行
委

員
長
の
39
期
渡
邉
で
す
。
ま
ず
は

藤
崎
八
旛
宮
秋
季
例
大
祭
の
奉

納
に
お
い
て
関
係
者
の
方
々
に
多

大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お

か
げ
さ
ま
で
9
月
15
日
の
飾
卸
か

ら
9
月
17
日
本
祭
ま
で
、
事
故
も

な
く
無
事
に
奉
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
は
、
本
祭
に

向
け
1
年
通
し
て
活
動
し
ま
す
。

担
当
期
は
新
年
早
々
か
ら
同
窓
会

な
ど
で
声
を
か
け
始
め
、
少
し
ず

つ
集
ま
り
始
め
る
同
級
生
と
春
を

迎
え
ま
す
。
ま
た
、
気
づ
く
と
集

ま
り
始
め
る
各
期
の
同
窓
生
た

ち
。
年
々
暑
さ
を
増
す
夏
の
時
期

に
は
準
備
も
佳
境
を
迎
え
、
楽
団

も
口
取
も
練
習
に
熱
を
帯
び
て
き

ま
す
。
施
設
を
回
る
慰
問
で
は
、

毎
年
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
方
々

を
前
に
音
を
鳴
ら
し
馬
を
引
き
、

観
客
か
ら
拍
手
や
声
を
い
た
だ
く

こ
と
で
、
本
祭
ま
で
の
も
う
ひ
と

踏
ん
張
り
の
力
を
も
ら
い
な
が
ら

今
年
も
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
も
同

窓
生
と
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
同

じ
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
生
ま
れ

る
絆
。
こ
の
大
切
さ
や
温
か
さ
を

も
っ
と
多
く
の
同
窓
生
に
伝
え
て

い
き
た
い
。
来
年
も
同
窓
生
の
皆

様
が
熊
本
を
盛
り
上
げ
る
力
に
、

そ
し
て
同
窓
生
が
紫
紺
会
で
絆
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

全
力
で
運
営
し
て
い
く
所
存
で

す
。

●
経
済
同
友
会

委
員
長
　寺
本 

光
秀
（
22
期
）

　
令
和
5
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

縮
小
し
て
い
た
活
動
を
少
し
ず
つ

正
常
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
総
会
・
年
祝
い
会
は
、
7
月
8

日
に
、
松
屋
本
館
（
25
期
・
西
上

佳
孝
会
員
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

年
祝
い
会
で
は
、
傘
寿
（
猿
渡
攻

先
生
）、
喜
寿
（
5
期
）、
還
暦

（
21
期
）、
厄
晴
れ
（
40
期
）
の

会
員
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
当

日
は
在
校
生
の
隠
れ
た
善
行
を
讃

え
る
奨
励
賞
に
つ
い
て
も
授
与
式

を
行
い
、
熊
本
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会

設
立
30
周
年
記
念
講
演
会
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
に
携
わ
っ
た
3

第
62
期
生
紫
紺
会
入
会
式

熊
本
県
高
校
同
窓
会
連
絡
協
議
会
定
例
会

開
催
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
・
総
合
文
化
祭
及
び

全
国
大
会
出
場
選
手
激
励
会

副代表幹事の浦田毘向大さん

　
同
窓
会
で
幹
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
清
藤
洸
翔
で
す
。

　
先
日
は
お
忙
し
い
中
、
熊
本
学
園
大
学
付
属
高
校
の
同
窓
会
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
卒
業
以
来
2
年
ぶ
り
の
皆
様
と
の
再
会
は
短
い
間
で
し
た
が
、
高
校
生
の
頃
に
戻
っ

た
よ
う
で
、
暖
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
私
達
は
20
歳
と
な
り
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
き
っ
と
楽
し
い
こ
と
や
嬉
し
い
こ
と
、
幸
せ
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
辛
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
も
ま
た
、
起
こ
る
と
思
い
ま
す
。
社
会
の
荒
波
に
揉
ま
れ
、
身
動
き
が
取

れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
学
付
で
過
ご
し
た
日
々
と
楽
し
か
っ
た
思
い

出
は
、
き
っ
と
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。
臆
せ
ず
、
み
ん
な
で
精
一
杯
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

〜
感
謝
を
込
め
て
〜

紫
紺
会
60
期
幹
事

　清
藤

　洸
翔
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令
和
５
年
３
月
２
日
、
本
校

多
目
的
ホ
ー
ル
で
紫
紺
会
62
期

生
の
入
会
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
、
卒
業
式

前
の
予
行
演
習
に
合
わ
せ
体
育

館
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
実
施
と

な
り
、
z
o
o
m
を
使
用
し
た
会

式
と
な
り
ま
し
た
。
授
与
式
会

場
に
は
当
日
学
校
か
ら
表
彰
状

を
代
表
で
受
け
る
生
徒
30
人
が

待
機
し
、
そ
の
映
像
を
各
教
室
へ

配
信
す
る
方
法
で
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
生
徒
た
ち
へ

の
各
種
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
入
会
式
と
な
り
ま
し
た
。
式

で
は
木
村
会
長
が
「
３
月
３
日
に

卒
業
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
入

会
後
に
は
有
意
義
な
活
動
が
で

き
る
よ
う
本
会
と
し
て
も
尽
力

志
そ
れ
ぞ
れ
に
集
い
写
真
を
取

り
合
う
な
ど
、
さ
ら
に
深
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
会
の
終
盤
に
は
、
幹

事
の
皆
さ
ん
で
作
成
さ
れ
た
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
会
場
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
当
時
学

年
主
任
を
務
め
ら
れ
た
、
豊
田

先
生
か
ら
成
人
を
迎
え
る
皆
さ

ん
へ
の
挨
拶
、
そ
し
て
１
組
か
ら

11
組
ま
で
の
各
担
任
の
先
生
か

ら
個
性
あ
ふ
れ
る
、
心
温
ま
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
る
度
に
、

会
場
内
は
歓
声
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
閉
式
で
は
、
内
山
幹
事

仕
切
り
の
も
と
一
本
締
め
を
全
員

で
行
い
、
集
合
写
真
を
撮
影
し
、

皆
さ
ん
無
事
に
散
会
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
か
ら
は
成
人
同
窓
会

支
援
事
業
と
し
て
木
村
会
長
か

ら
５
万
円
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
広
報
・
情
報
委
員
長

　
　
　
　
宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）

　
令
和
５
年
１
月
３
日
、
熊
本

市
の
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で

60
期
生
が
集
う
成
人
同
窓
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
幹
事
を
務
め
る
清

藤
洸
翔
さ
ん
、
内
山
菜
月
さ
ん
に

よ
る
司
会
進
行
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で

は
あ
っ
た
も
の
の
、
全
国
か
ら
１

５
０
名
程
が
集
い
、
盛
会
に
催
さ

れ
ま
し
た
。
開
式
で
は
、
木
村
会

長
が
本
会
を
代
表
さ
れ
成
人
を

迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
へ
、
お
祝
い

の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
開

式
後
は
テ
ー
ブ
ル
近
く
で
の
談

話
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
会
の
中
頃
に
は
懇
親
も
進

み
、
友
人
同
士
、
部
活
の
旧
友
同

代表幹事の濱田菜々子さん

60
期
生
成
人
同
窓
会

名
の
生
徒
に
授
与
し
ま
し
た
。

　
五
校
経
済
同
友
会
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
は
当
会
が
幹
事
校
と

な
っ
て
お
り
、
11
月
11
日
（
土
）

に
K
K
R
ホ
テ
ル
熊
本
に
て
、
合

同
例
会
・
講
演
会
を
開
催
予
定
で

す
。
当
校
40
期
生
で
、
水
球
男
子

日
本
代
表
（
ポ
セ
イ
ド
ン
ジ
ャ
パ

ン
）
の
監
督
を
務
め
て
い
る
塩
田

義
法
さ
ん
に
ご
講
演
を
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

（
文
責
　
中
村
由
紀
子
）

●
県
庁
紫
紺
会

第
２
回
　
総
会
・
懇
親
会

　
令
和
５
年
６
月
23
日
（
金
）、

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
の
松
屋

本
館
で
、
令
和
５
年
度
の
総
会
・

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
紫
紺
会

か
ら
は
木
村
会
長
が
他
の
会
合

と
重
な
っ
た
た
め
、
代
役
で
代
表

幹
事
長
の
浦
上
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
平
成
19
年
以
降
は
休
止
状
態

だ
っ
た
県
庁
紫
紺
会
を
、
現
菊
陽

町
副
町
長
の
小
牧
裕
明
氏
（
20

期
）
ほ
か
有
志
の
方
々
が
集
ま

り
、
昨
年
再
発
足
さ
れ
、
今
回
が

新
生
後
２
回
目
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
副
会
長
の
浦
田
隆
治
氏

（
21
期
）
に
よ
る
挨
拶
で
開
会

し
、
衆
議
院
議
員
の
坂
本
哲
志

氏
（
８
期
）・
母
校
副
校
長
の
市

川
裕
樹
氏
（
21
期
）
ほ
か
、
３
名

の
方
か
ら
来
賓
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
は
議
事
に
入
り
、
総

会
で
新
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、

浦
田
氏
が
会
長
に
、
内
田
清
之

氏
（
22
期
）・
久
保
礼
子
氏
（
23

期
）・
白
石
隆
氏
（
24
期
）
が
副

会
長
に
、
幹
事
長
、
事
務
局
長
、

事
務
局
次
長
、
会
計
監
査
の
各

役
員
も
満
場
一
致
で
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
浦
田
新
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、

「
県
庁
紫
紺
会
の
会
員
は
、
県
庁

の
要
職
に
就
か
れ
て
い
る
方
も
多

く
、
様
々
な
部
署
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
紫
紺
会
で
の
出
会
い
や

つ
な
が
り
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

に
活
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

語
ら
れ
、
今
後
の
県
庁
紫
紺
会
の

活
動
を
担
う
決
意
を
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
総
会
の
議
事
が
ス
ム
ー
ズ
に

終
了
し
た
後
は
前
会
長
の
小
牧

氏
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親

会
が
始
ま
り
、
来
賓
・
役
員
・
年

齢
・
役
職
等
の
境
を
超
え
て
、
参

加
者
全
員
で
楽
し
い
時
間
を
共

有
で
き
ま
し
た
。
昨
年
の
設
立
総

会
に
比
べ
る
と
参
加
者
は
若
干

少
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
50
期

代
以
降
の
若
い
方
の
参
加
が
目

立
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
役
員

の
方
々
と
、
県
庁
紫
紺
会
の
再

開
、
継
続
に
つ
い
て
、
様
々
な
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
県
庁
紫
紺
会
の
皆
様
の

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

代
表
幹
事
長
　
　
　
　
　
　

　
浦
上 

和
裕
（
16
期
）

●
東
京
紫
紺
会

東
京
紫
紺
会
総
会
・
懇
親
会

　
令
和
５
年
３
月
４
日
（
土
）、

東
京
都
千
代
田
区
の
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
「
ア
イ
リ
ス
」
で
東

京
紫
紺
会
総
会
及
び
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
60
名
の
卒
業
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
4
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
式
で
は
、

今
年
度
か
ら
新
し
く
選
出
さ
れ
た

会
長
紹
介
も
あ
り
、
活
発
に
親
交

を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
会
長

挨
拶
で
は
「
若
い
人
た
ち
へ
向
け

た
活
動
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ

り
、
世
代
交
代
は
大
事
な
課
題
。

今
回
の
会
長
交
代
を
含
め
、
若
い

同
窓
生
た
ち
の
意
見
に
重
点
を
置

い
た
会
の
運
営
を
行
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
「
東
京
に
就
業
・
就
学
な
ど

で
居
住
す
る
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ

の
方
に
も
ぜ
ひ
例
会
に
参
加
い
た

だ
き
の
で
、
東
京
紫
紺
会
の
事
務

局
宛
に
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
会

か
ら
は
、
木
村
会
長
が
会
を
代
表

し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
・
情
報
委
員
長

　
　
　
　
宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）

し
た
。

　
途
中
、
本
会
に
急
遽
挨
拶
指

名
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、
木
村

会
長
が
本
校
の
進
学
状
況
を
説

明
さ
れ
、
同
窓
会
が
学
校
と
一
体

と
な
っ
て
、
学
生
た
ち
の
更
な
る

高
み
へ
と
つ
な
が
る
進
学
に
向
け

て
努
め
て
い
る
旨
が
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
広
報
・
情
報
委
員
長

　
　
　
　
宮
村
勇
一
郎
（
23
期
）

※新会長
　　本田　光二（18期）

※東京紫紺会連絡先  担当者
　　幹事長
　　　坂田　剛（23期）
連絡先　 
　go-saka.007@ezweb.ne.jp
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深学化プログラム reclothes
　reclothesは活動２年目を迎える廃棄される衣料をポリエステル
媒地という土の代わりになるものに加工し、その媒地を用いて、「環
境問題への啓発」と「花育」をテーマとした活動を行っています。敬愛
幼稚園の園児や熊本トヨタ自動車のイベントで種まき体験のワーク
ショップを行い、子ども達やその保護者に対して一人でも多くの方
が衣類の大量廃棄問題だけでなく、様々な環境問題に関心を持っ
てもらいたいと願い活動しています。また花育を通して、優しさや美
しさを感じる気持ちを育んでも
らいたいと考えています。最近
は活動をテレビで取り上げても
らったりと私たちの活動が少し
ずつ認知されてきています。今
後はさらに育てた花の活用につ
いても考えていこうと思ってい
ます。

深学化プログラム Next Nexus
　Next Nexusは活動３年目を迎えるフードロス削減に向けて活動するグループ
です。廃棄される食材を加工して商品化したものを販売し、その際購入者に対して
食品ロスの啓発を行ったり、売り上げを熊本県や熊本市に募金することで地域貢
献を行っています。
　６月には株式会社木村様と乳菓子屋様のそれぞれの会社と共同開発した５種類
の商品を上通りで販売しました。今年はアレルゲンフリーの食材を使った商品開発
をテーマにし、共感していただける企業を探して商品開発を行いました。この活動
を通じて、一つの商品を作る際にも様々
な方が関わっていること、それぞれの企
業がSDGｓについて様々な取り組みを
行っていること、生産者様の思いを考え
るなど、良い体験をすることができまし
た。私たちの活動が、多くの人に食品を
大切にする意識を持ってもらうきっかけ
になってくれればと思います。

未来応援基金　寄付者一覧（1期）奥村拓司、寺島　建、五島勇一、森川崇照、万谷敏直、金光正昭（2期）井上吉弘、中原紘嗣、辻　
幸雄（3期）宮本　茂、轟　淳一、村田誠一、門岡健一、吉野光正、古木勝行、諫山幹生（4期）古澤和夫、上林節郎、大嶺　峻、岩崎
憲一、水野繁之、三ツ井武治、森崎　公（5期）菊池和夫、渡辺和文、金澤省三、時任正人、長野　稔、岩下直昭、歳嶋廣久、宮島克宣
（6期）梨子木和秀、砂岡憲喜、島田万里、片岡正憲、吉本寛治（7期）下津高志、小嶋維男、稲葉伸一郎、中村保明、武末博司、河部
五豪、中村倫博（8期）妻木邦博、木村　裕、山本　堅（9期）堺　亜流、宮竹聖彦、亀井伸生、渡辺　徹、宮本和博、徳永幸三、濱本
正明、田中　淳（10期）吉松淳次、山本徳光、杉島龍市、斉藤司郎、徳田章三、佐藤雅保、村上　積（11期）三笘　宏、児玉聖也、志
賀三吉行、緒方公博（12期）後藤健吾（13期）中村光春、奥田俊一、木林哲郎（14期）西村秀夫、山辺二郎、津埜高則、中原利博、上
田一富、倉元　隆（15期）南　明、松田博女、甲斐理明、笹路久美子、下田朱江子、前田記代子、米村福美、山本宣房、長野英子、村
上康彦（16期）毛利　洋、永松　豊、森松鉄雄、河津和芳（17期）前田　忍、松延　誠、野上　武（18期）森　淳一、岩根修一、竹田
浩治、奥田章子、竹田浩治、中山ゆかり（19期）吉村浩之、内尾公生、園田敏則、小田勝也、三原大典、田中博康、二子石和浩、森田
靖也、下村誠次郎、上坂尚子（20期）田上博文、草野好美、福井智子（21期）吉冨　昭、大竹秀幸、渕上光秋、富永直子、藤川昭嗣、
吉岡和則、中山貴夫（22期）寺本光秀、桃崎剛寿（23期）新井康夫、栗林京子（24期）末富仁美、西岡ゆかり（25期）竹下精一、中
村亮彦、宮村宜明（26期）東　修（28期）井上賢二（29期）渡邉一広（30期）八木俊晃、大坪功明、武田雄二（32期）白石智也、荒
井茂夫、右田憲寛、大賀盛博（33期）竹熊隆宏（34期）石原裕士、赤塚智哉、坂口　歩（35期）上村博美（36期）木村賢正、山室　
絢（37期）中間健太郎、西牟田耕太郎（38期）中道麻衣子（39期）宮﨑　常、福田五十六、北里大祐（40期）村田祐一、榎　崇文
（42期）松尾可奈子（43期）中野隆志（45期）津村伸行、堀端昭博、福本裕樹（46期）加藤丈士（59期）藤森育太朗（60期）村田和
泉、酒井清士郎、髙野はな、力久姫芽（61期）永田莉恵、德丸航大、岩上朔也、大倉靖萌、牛﨑琳太郎、福村美玖

＜趣旨＞
勉学において必要な機材 ・資材購入や部活動支援をはじめ、留学を検討している学生など未来へはばたく在校生に対するサポー
トの一助として、紫紺会会員に広く寄付を募る。
＜内容＞
会報誌「紫紺」に同封する振込用紙をお使い下さい。寄付金額は一口￥5,000です。活用方法については学校側と協議して決定し、
活用結果を会報誌にて報告いたします。在校生に未来を応援する温かいサポートをお待ちしております。

現役生部活動報告

ボート部 男子
　私たちは「日本一」を目指し、日々、
江津湖で頑張っています。昨年度は
国体優勝や全国選抜３位など、全国
の舞台で活躍することができまし
た。
　今後も「超一流をめざせ」のスロー
ガンのもと、文武両道、生徒主体の自由度の高い練習を実践し、「熊学」の名を
全国に轟かせたいと思います。応援よろしくお願いします。

　私たちは「日本一」にふさ
わしいチーム・選手になれる
よう努力を重ねています。昨
年度は国体４位入賞、全国選
抜３位入賞、そして今年度は
朝日レガッタ２連覇をはじめ、
数多くの大会で活躍することができています。支えて下さる多くの方々
への感謝の気持ちを忘れず、これからもたくさんの感動や勇気、笑顔を
届けられるよう、新たな高みを目指し成長していきたいと思います。

ボート部 女子

　私達サイエンス部は、身の
回りの自然現象に目を向け、
疑問や興味を持ったことの
探究活動を行っています。昨
年は熊本大学で行われた
ICAST（先端科学技術国際
学生会議）に参加し、英語で発表や議論を行いベストプレゼンテーション
アワードを獲得することができました。先日は熊本県水産研究センター
の協力を得て、有明海や八代海でアサリを食害しているというナルトビ
エイの消化管内の調査などを行いました。自分の興味や社会課題の解
決に向けた探究活動に取り組んでいきますので、応援よろしくお願いい
たします。

サイエンス部

男子バスケットボール部
　私たち男子バスケット
ボール部は熊本県ベスト
８・県リーグ２部昇格を目標
に活動しています。少ない

　百人一首同好会は主に高
校・中学の和室などで活動し
ています。「総文優勝と昇段」そ
して「基礎徹底」を目標に日々
練習に取り組んでいます。部
員のほとんどは未経験者です
が、和気藹々と熱心に練習に取り組んでいます。今年の総文は創部以来
初の準優勝を果たすまであと少しと悔しい思いをしましたので、来年こそ
は優勝できるように頑張ります。今後とも応援よろしくお願いします。

百人一首同好会

女子硬式テニス部
体操部

　私たち女子硬式テニス部は、6月
の県高校総体で団体戦7連覇、個
人複、さらには個人単も優勝と、こ
れ以上ない成果をあげることがで
きました。そのことももちろん素晴
らしい達成でしたが、今年の総体
は3年ぶりに「声出し応援」が可となったこともあり、部員はお互いのプ
レーに大きな声援を送りながら互いに頑張ることができたことが一番
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紺会をはじめとする皆様からのご支援があってこその成果と感謝しておりま
す。今後も応援のほどをお願いします。（写真は県中学総体優勝メンバー）

　少林寺拳法は部活動がないので、個人で
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少林寺拳法
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高校生コメンテーターとして出演、熊本学園80周年式典の司会、県総文祭開
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囲碁部
　囲碁部では、男子6人女子3人の
計9人で、毎週月曜日と水曜日に囲
碁を打っています。初心者で参加を
してくれる生徒も多く、ルールや序
盤の定石、戦法など様々なことを教
えてもらいながら、それぞれが碁盤
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文化祭囲碁大会では女子個人の部で優勝、また、6月に開催された第47回文
部科学大臣杯全国高校囲碁専門選手権大会熊本県大会では、女子個人の部
で優勝、男子団体の部で準優勝という成績を残すことができました。この結
果、女子個人の部において、２つの全国大会出場を決めました。今後の目標と
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吹奏楽部
　吹奏楽部は部訓“Share the Music”
を掲げ、日々の練習に励んでいま
す。定期演奏会をはじめ、学校行事、
地域での演奏など、多くの演奏の機
会に恵まれ、仲間と音楽を創り上げ
ていくことに喜びを感じています。ま
た、夏の吹奏楽コンクールでは、昨年に引き続き九州大会出場を果たすことが
できました。これからも「学付サウンド」をさらに磨いていきますので、応援よろ
しくお願いします。

水泳部
　私たち水泳部は、｢文武両道｣｢楽
しく取り組む｣をモットーに活動して
います。初心者から経験者までさま
ざまな部員が在籍しており、お互い
に尊重し合いながらアットホームな
雰囲気で練習に励んでいます。この
ような水泳部を築き上げてこられた歴代の先輩方、いつも支えて下さる先生方
や保護者に感謝しながら精一杯頑張っていきます！今年度も昨年度に続き、個
人３種目・リレー２種目で九州大会出場を果たすことができました。今後とも応
援をよろしくお願い致します。

　私は、みどり新体操クラブという学外の
チームで活動しています。１年生の時からイ
ンターハイ出場を目標としており、達成する
ことができてとてもうれしいです。新体操を
始めてからの１２年間は、苦しいことが多
かったですが、周りの方々が支えて下さい
ました。最後の大舞台で、今までの恩返し
と、感謝が伝わる演技ができるよう、１日を
大事に頑張っていきます。

新体操

練習時間の中でも「コミュニケーション」「向上心」「徹底」を意識して日々精進しています。また、学校、保護者、応
援して下さる方々のおかげで、バスケットボールへ取り組めることに感謝して、頑張っていきます。今後とも応援
よろしくお願いします。

未来応援基金について
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深学化プログラム reclothes
　reclothesは活動２年目を迎える廃棄される衣料をポリエステル
媒地という土の代わりになるものに加工し、その媒地を用いて、「環
境問題への啓発」と「花育」をテーマとした活動を行っています。敬愛
幼稚園の園児や熊本トヨタ自動車のイベントで種まき体験のワーク
ショップを行い、子ども達やその保護者に対して一人でも多くの方
が衣類の大量廃棄問題だけでなく、様々な環境問題に関心を持っ
てもらいたいと願い活動しています。また花育を通して、優しさや美
しさを感じる気持ちを育んでも
らいたいと考えています。最近
は活動をテレビで取り上げても
らったりと私たちの活動が少し
ずつ認知されてきています。今
後はさらに育てた花の活用につ
いても考えていこうと思ってい
ます。

深学化プログラム Next Nexus
　Next Nexusは活動３年目を迎えるフードロス削減に向けて活動するグループ
です。廃棄される食材を加工して商品化したものを販売し、その際購入者に対して
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行っていること、生産者様の思いを考え
るなど、良い体験をすることができまし
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大切にする意識を持ってもらうきっかけ
になってくれればと思います。
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エイの消化管内の調査などを行いました。自分の興味や社会課題の解
決に向けた探究活動に取り組んでいきますので、応援よろしくお願いい
たします。

サイエンス部

男子バスケットボール部
　私たち男子バスケット
ボール部は熊本県ベスト
８・県リーグ２部昇格を目標
に活動しています。少ない

　百人一首同好会は主に高
校・中学の和室などで活動し
ています。「総文優勝と昇段」そ
して「基礎徹底」を目標に日々
練習に取り組んでいます。部
員のほとんどは未経験者です
が、和気藹々と熱心に練習に取り組んでいます。今年の総文は創部以来
初の準優勝を果たすまであと少しと悔しい思いをしましたので、来年こそ
は優勝できるように頑張ります。今後とも応援よろしくお願いします。

百人一首同好会

女子硬式テニス部
体操部

　私たち女子硬式テニス部は、6月
の県高校総体で団体戦7連覇、個
人複、さらには個人単も優勝と、こ
れ以上ない成果をあげることがで
きました。そのことももちろん素晴
らしい達成でしたが、今年の総体
は3年ぶりに「声出し応援」が可となったこともあり、部員はお互いのプ
レーに大きな声援を送りながら互いに頑張ることができたことが一番
の思い出となりました！

　今年の県高校総体では、27年ぶ
りとなる男女団体アベック優勝を果
たし、揃って北海道インターハイへ
の出場を決めました。一方、県中学
総体でも男子団体で3連覇を達成。
競技人口が減少傾向にある中、中・
高ともに熊本の体操界を担う存在として研鑽を積んでいます。これも偏に、紫
紺会をはじめとする皆様からのご支援があってこその成果と感謝しておりま
す。今後も応援のほどをお願いします。（写真は県中学総体優勝メンバー）

　少林寺拳法は部活動がないので、個人で
道場に通って練習を行っています。今年の
県高校総体では、女子単独演武で２位を受
賞し、インターハイへの出場権を獲得するこ
とができました。惜しくも予選敗退という結
果になってしまいましたが、来年の高校総体
に向けて練習に励みたいと思っています。
興味のある方はぜひ私に話しかけてくださ
い。少林寺拳法の魅力をお伝えしたいと思います。

少林寺拳法

　放送部の活動は主に発声練習、ア
ナウンス、朗読、番組制作です。ま
た、お昼の放送、下校時刻の放送も
しています。学校内では、マイクや音
響機器、記録を担当し、実況や音楽
で紫雲祭を盛り上げ、配信や記録で
紫紺祭に貢献しました。コロナ禍でオンラインの活用が増え、年々技術も向上
しています。学校外では、テレビやラジオ番組に出演するだけでなく、制作に携
わる、イベントの司会をするなど様々です。SOSEKIチャレンジングアワードの
高校生コメンテーターとして出演、熊本学園80周年式典の司会、県総文祭開
会式の総合司会を担当しました。大会ではNHK杯全国放送コンテスト県大会
においてアナウンス部門1、2位受賞、朗読部門入賞。全国総文祭ではアナウン
ス部門に出場。応援よろしくお願いします。

囲碁部
　囲碁部では、男子6人女子3人の
計9人で、毎週月曜日と水曜日に囲
碁を打っています。初心者で参加を
してくれる生徒も多く、ルールや序
盤の定石、戦法など様々なことを教
えてもらいながら、それぞれが碁盤
に向かい研鑽を重ねています。 5月に開催された第47回熊本県高等学校総合
文化祭囲碁大会では女子個人の部で優勝、また、6月に開催された第47回文
部科学大臣杯全国高校囲碁専門選手権大会熊本県大会では、女子個人の部
で優勝、男子団体の部で準優勝という成績を残すことができました。この結
果、女子個人の部において、２つの全国大会出場を決めました。今後の目標と
しては、男子・女子それぞれ団体の部での全国大会出場を掲げ、これからも努
力を続けていきたいと思います。応援のほど、どうぞよろしくお願いします。

吹奏楽部
　吹奏楽部は部訓“Share the Music”
を掲げ、日々の練習に励んでいま
す。定期演奏会をはじめ、学校行事、
地域での演奏など、多くの演奏の機
会に恵まれ、仲間と音楽を創り上げ
ていくことに喜びを感じています。ま
た、夏の吹奏楽コンクールでは、昨年に引き続き九州大会出場を果たすことが
できました。これからも「学付サウンド」をさらに磨いていきますので、応援よろ
しくお願いします。

水泳部
　私たち水泳部は、｢文武両道｣｢楽
しく取り組む｣をモットーに活動して
います。初心者から経験者までさま
ざまな部員が在籍しており、お互い
に尊重し合いながらアットホームな
雰囲気で練習に励んでいます。この
ような水泳部を築き上げてこられた歴代の先輩方、いつも支えて下さる先生方
や保護者に感謝しながら精一杯頑張っていきます！今年度も昨年度に続き、個
人３種目・リレー２種目で九州大会出場を果たすことができました。今後とも応
援をよろしくお願い致します。

　私は、みどり新体操クラブという学外の
チームで活動しています。１年生の時からイ
ンターハイ出場を目標としており、達成する
ことができてとてもうれしいです。新体操を
始めてからの１２年間は、苦しいことが多
かったですが、周りの方々が支えて下さい
ました。最後の大舞台で、今までの恩返し
と、感謝が伝わる演技ができるよう、１日を
大事に頑張っていきます。

新体操

練習時間の中でも「コミュニケーション」「向上心」「徹底」を意識して日々精進しています。また、学校、保護者、応
援して下さる方々のおかげで、バスケットボールへ取り組めることに感謝して、頑張っていきます。今後とも応援
よろしくお願いします。

未来応援基金について



　

第
40
期
卒
業
生
の
塩
田
義
法
で
す
。

現
在
は
、
日
本
体
育
大
学
水
泳
部
水

球
女
子
ブ
ロ
ッ
ク
の
監
督
を
務
め
る
と

と
も
に
、
水
球
男
子
日
本
代
表
チ
ー

ム
の
監
督
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
２
０
２
１
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
史
上
初
の
ベ

ス
ト
８
進
出
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
に
代
表
監

督
に
就
任
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界

選
手
権
で
、
ベ
ス
ト
８
入
り
す
る
と
い

う
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。
た
だ
勝
つ
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
プ
レ
ー
の
美
し
さ
や
フ
ェ
ア
プ

レ
ー
精
神
を
大
切
に
し
、
選
手
た
ち
が

持
つ
個
々
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き

出
せ
る
よ
う
な
監
督
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
が
水
球
を
始
め
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
高
校
2
年
生
の
時
に
開

催
さ
れ
た
「
く
ま
も
と
未
来
国
体
」
で

し
た
。
約
40
年
ぶ
り
に
熊
本
で
開
催

　

第
５
期
卒
業
生
の
歳
嶋
廣
久
で
す
。

２
０
２
３
年
９
月
に
韓
国
で
開
か
れ

た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
「
ワ
ー
ル
ド
シ
ニ

ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
で
世
界
３

位
の
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。　

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
の
は
高
校

１
年
生
の
時
、
父
親
や
高
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
の
初
代
顧
問
を
さ
れ
て
い
た

本
郷
節
生
先
生
か
ら
の
勧
め
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
高
校
時
代
は
学
校
か

ら
立
田
山
ま
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ（
通
称
・

立
ラ
ン
）
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を

し
た
後
、
高
校
の
隣
に
あ
っ
た
熊
本
商

科
大
学
（
商
大
）
の
体
育
館
な
ど
で
ほ

ぼ
毎
日
練
習
に
励
み
、
３
年
生
の
春
に

は
九
州
大
会
の
個
人
戦
で
優
勝
。
商

大
進
学
後
は
３
年
時
に
佐
賀
県
で
開

か
れ
た
「
九
州
イ
ン
カ
レ
」（
学
生
選

手
権
）
の
シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝
し
ま
し

た
。
熊
本
の
会
社
に
就
職
し
た
頃
は

さ
れ
る
国
体
に
向
け
て
県
選
抜
チ
ー

ム
が
、選
手
発
掘
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

中
学
時
代
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
競

泳
の
経
験
が
あ
っ
た
私
に
声
が
か
か

り
ま
し
た
。
高
校
に
入
り
本
格
的
に

水
球
を
始
め
ま
し
た
が
、
泳
ぎ
の
能

力
と
球
技
の
経
験
が
あ
っ
た
た
め
、
水

球
と
い
う
競
技
に
は
す
ぐ
に
順
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
1
年
生

の
時
に
は
県
の
選
抜
選
手
に
選
ば
れ
、

翌
年
に
開
催
さ
れ
る
熊
本
国
体
に
向

け
て
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し

た
。
1
日
に
1
万
メ
ー
ト
ル
以
上
も
泳

ぐ
ス
イ
ム
練
習
や
終
わ
り
の
見
え
な

い
攻
防
練
習
。
苦
し
い
辛
い
練
習
も
あ

り
ま
し
た
が
そ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ

た
の
は
、
同
じ
志
を
持
っ
た
仲
間
が
い

た
こ
と
、
学
園
大
付
属
高
校
の
同
級

生
や
先
生
、
保
護
者
の
皆
様
の
応
援

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
熊
本
県
選
抜

チ
ー
ム
と
い
う
こ
と
も
あ
り
熊
本
高

校
や
済
々
黌
、
第
二
、
東
海
第
二
、
国

府
な
ど
の
選
手
た
ち
と
の
出
会
い
も

貴
重
で
し
た
。
選
手
た
ち
は
も
ち
ろ
ん

保
護
者
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、監
督
、コ
ー

チ
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
、
学
校
の
垣

根
を
超
え
て
地
元
国
体
に
向
け
て
一

致
団
結
し
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

試
合
で
は
ゴ
ー
ル
が
決
ま
る
度
に
割

れ
ん
ば
か
り
の
歓
声
が
上
が
り
、
勝
利

紫紺ズームアップ
～各界で活躍する
　　　　同窓生たち！！～

zoom
up
zoom
up
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
で

　
　
　
　

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

水
球
男
子
日
本
代
表
監
督　

塩
田　

義
法
（
40
期
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

　
　
　
　

健
康
づ
く
り
へ
生
涯
現
役
で

世
界
シ
ニ
ア
大
会
３
位

す
る
と
み
ん
な
が
涙
を
流
し
て
喜
び

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
熊
本
県
選
抜

チ
ー
ム
は
28
年
ぶ
り
に
国
体
で
３
位

入
賞
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
時
の
大
き
な
声
援
や
会
場
が
歓

喜
に
沸
く
情
景
は
今
で
も
鮮
明
に
脳

裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
熊
本
で
日
本
代
表
監
督
の

就
任
祝
賀
会
並
び
に
第
19
回
ア
ジ
ア

競
技
大
会
壮
行
会
を
水
球
関
係
者
の

方
た
ち
を
中
心
に
開
催
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
会
に
は
、
紫
紺
会
か
ら

も
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に
お
い
で
い

た
だ
き
、
祝
福
の
言
葉
と
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
卒

業
し
て
20
年
以
上
も
経
つ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
学
園
大
付
属
高
校
の
同
窓

生
に
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
心

よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

私
は
、水
球
へ
の
情
熱
を
持
ち
な
が
ら
、

選
手
た
ち
と
共
に
水
球
男
子
日
本
代

表
の
更
な
る
発
展
と
成
長
に
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
水
球
の
原
点
と
な
っ

た
高
校
時
代
の
仲
間
や
同
窓
生
た
ち

と
の
絆
も
、
私
の
人
生
に
お
け
る
貴
重

な
宝
と
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
と
も
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
で
、
日
本
代
表

の
試
合
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

水
球
関
係
者
が
集
ま
り
、
令
和
５
年
８
月
29

日
に
熊
本
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
日
本

代
表
監
督
の
就
任
祝
賀
会
並
び
に
第
19
回
ア

ジ
ア
競
技
大
会
壮
行
会
。
後
列
左
か
ら
４
人

目
が
塩
田
さ
ん

１
９
９
９
年
開
催
の
「
く
ま
も
と
未
来
国

体
」
に
出
場
し
た
熊
本
県
選
抜
チ
ー
ム
。
中

列
左
か
ら
３
人
目
が
塩
田
さ
ん

２
０
２
３
年
９
月
に
韓
国
で
開
か
れ
た
世
界

シ
ニ
ア
大
会
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
歳
嶋

さ
ん
（
前
列
左
）

退
職
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
属
高
校
の
思
い
出

新
海　

正
幸

　

紫
紺
会
の
皆
様
、
お
元
気
で
お
暮
ら
し
で

す
か
。
今
回
、
高
橋
校
長
か
ら
、
突
然
、
会

報
誌
へ
の
投
稿
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
職
員
時
代
の
思
い
出
や
現
況
な
ど
に
つ

い
て
の
事
を
。
今
年
の
春
で
71
歳
に
な
り
ま

し
た
が
、
い
ま
だ
に
大
好
き
な
付
属
高
校
で

英
語
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
場
も

コ
ロ
ナ
以
降
、
リ
モ
ー
ト
授
業
が
入
っ
て
き
た
り
、
電
子
黒
板
を
使
っ

て
パ
ソ
コ
ン
か
ら
映
像
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
た
り
し
て
授
業
形
態
も

変
わ
り
ま
し
た
。
チ
ョ
ー
ク
で
は
な
く
タ
ッ
チ
ペ
ン
を
使
う
の
で
、
指

が
か
さ
つ
い
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
元
来
、
I
T
機
器

な
ど
は
最
も
苦
手
な
分
野
な
の
で
、
操
作
等
で
授
業
中
パ
ニ
ッ
ク
に
な

り
、
生
徒
に
尋
ね
た
り
、
他
の
先
生
の
助
け
を
求
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

昔
に
比
べ
る
と
生
徒
も
（
他
の
学
校
の
生
徒
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
）

お
と
な
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

思
う
に
こ
の
学
校
で
50
年
近
く
教
壇
に
立
て
て
い
ら
れ
る
の
は
、
生

徒
や
保
護
者
、
周
り
の
先
生
た
ち
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

教
員
時
代
の
思
い
出
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
大
学
を
出

た
ば
か
り
で
、
い
き
な
り
１
年
２
組
の
男
子
ク
ラ
ス
の
担
任
を
持
ち
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
と
持
久
走
大
会
で
一
緒
に
走
っ
た
り
、
紫
紺
祭
の
ス

テ
ー
ジ
で
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
た
こ
と
な
ど
。
新
任
の
頃
は
、
朝
の

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど
な
く
、
授
業
の
時
に
出
勤
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

教
室
は
生
徒
も
教
職
員
も
土
足
で
し
た
。
30
歳
過
ぎ
か
ら
長
距
離
を
走

る
よ
う
に
な
り
、
国
内
、
海
外
で
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
も
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
が
、
タ
イ
ム
は

ひ
ど
い
も
の
で
す
。

　

皆
様
も
、
人
生
に
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
、
健
康
に
留
意
し
て
く
だ

さ
い
。

23
〜
25
歳
ま
で
国
体
選
手
で
３
回
出

場
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
15
年
間

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
か
ら
離
れ
て
い
ま
し

た
。
40
歳
の
時
、
長
男
が
小
４
で
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
に
入
部
し
た
の
を
機
に
再

開
。
そ
れ
以
降
は
仕
事
の
合
間
に
練

習
を
続
け
、
40
代
で
は
県
民
体
育
祭
、

50
代
以
降
は
県
社
会
人
大
会
に
毎
年

参
加
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
あ
る
県

大
会
で
は
、
ほ
ぼ
毎
年
優
勝
し
て
い
ま

す
。
60
歳
以
降
は
年
１
回
の
県
大
会

に
加
え
、
全
九
州
社
会
人
大
会
、
全
日

本
お
よ
び
世
界
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
に
出
場
し
、
全
日
本
シ
ニ

ア
で
は
65
歳
と
70
歳
の
時
に
優
勝
。

70
歳
と
71
歳
で
は
シ
ン
グ
ル
ス
と
ダ
ブ

ル
ス
の
２
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。
世
界

各
国
か
ら
約
３
千
人
の
選
手
が
集
ま

る
世
界
シ
ニ
ア
（
70
〜
74
歳
の
部
）
に

は
日
本
シ
ニ
ア
代
表
と
し
て
出
場
し
て

い
ま
し
て
、
２
０
１
９
年
の
ポ
ー
ラ
ン

ド
大
会
で
は
ミ
ッ
ク
ス
（
男
女
混
合
）

で
銀
メ
ダ
ル
、
今
年
９
月
の
韓
国
大
会

で
は
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
世

界
で
の
目
標
は
も
ち
ろ
ん
金
メ
ダ
ル
で

す
。
そ
う
い
っ
た
大
会
が
目
の
前
に
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
自
分
自
身
に
お
け
る

健
康
づ
く
り
の
一
環
で
あ
る
こ
と
が
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
続
け
る
上
で
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
頑

張
っ
た
結
果
と
し
て
各
大
会
で
の
優

勝
が
付
い
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

定
年
後
は
時
間
に
余
裕
が
出
て
き
ま

し
た
の
で
、
最
近
で
も
自
宅
近
く
に
あ

る
小
中
学
校
の
体
育
館
な
ど
で
日
々

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
練
習
を
続
け
て
い

ま
す
。
年
齢
を
重
ね
て
も
筋
肉
は
使

え
ば
使
う
ほ
ど
た
ま
る
、
ま
さ
に
「
筋

肉
は
貯
金
」
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
や
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
続

け
て
き
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
魅
力
は
、

サ
ー
ブ
や
ラ
リ
ー
に
お
け
る
相
手
と
の

駆
け
引
き
だ
と
思
い
ま
す
。
体
力
勝

負
の
た
め
勝
っ
た
時
の
喜
び
が
大
き
い

こ
と
も
魅
力
的
で
、
頑
張
っ
た
分
だ
け

結
果
が
付
い
て
き
ま
す
の
で
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
は
「
努
力
は
嘘
を
つ
か
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
生
涯
現
役
で
続
け
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

歳
嶋　

廣
久
（
5
期
）



　

第
40
期
卒
業
生
の
塩
田
義
法
で
す
。

現
在
は
、
日
本
体
育
大
学
水
泳
部
水

球
女
子
ブ
ロ
ッ
ク
の
監
督
を
務
め
る
と

と
も
に
、
水
球
男
子
日
本
代
表
チ
ー

ム
の
監
督
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
２
０
２
１
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
史
上
初
の
ベ

ス
ト
８
進
出
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
に
代
表
監

督
に
就
任
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界

選
手
権
で
、
ベ
ス
ト
８
入
り
す
る
と
い

う
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。
た
だ
勝
つ
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
プ
レ
ー
の
美
し
さ
や
フ
ェ
ア
プ

レ
ー
精
神
を
大
切
に
し
、
選
手
た
ち
が

持
つ
個
々
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き

出
せ
る
よ
う
な
監
督
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
が
水
球
を
始
め
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
高
校
2
年
生
の
時
に
開

催
さ
れ
た
「
く
ま
も
と
未
来
国
体
」
で

し
た
。
約
40
年
ぶ
り
に
熊
本
で
開
催

　

第
５
期
卒
業
生
の
歳
嶋
廣
久
で
す
。

２
０
２
３
年
９
月
に
韓
国
で
開
か
れ

た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
「
ワ
ー
ル
ド
シ
ニ

ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
で
世
界
３

位
の
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。　

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
の
は
高
校

１
年
生
の
時
、
父
親
や
高
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
の
初
代
顧
問
を
さ
れ
て
い
た

本
郷
節
生
先
生
か
ら
の
勧
め
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
高
校
時
代
は
学
校
か

ら
立
田
山
ま
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ（
通
称
・

立
ラ
ン
）
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を

し
た
後
、
高
校
の
隣
に
あ
っ
た
熊
本
商

科
大
学
（
商
大
）
の
体
育
館
な
ど
で
ほ

ぼ
毎
日
練
習
に
励
み
、
３
年
生
の
春
に

は
九
州
大
会
の
個
人
戦
で
優
勝
。
商

大
進
学
後
は
３
年
時
に
佐
賀
県
で
開

か
れ
た
「
九
州
イ
ン
カ
レ
」（
学
生
選

手
権
）
の
シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝
し
ま
し

た
。
熊
本
の
会
社
に
就
職
し
た
頃
は

さ
れ
る
国
体
に
向
け
て
県
選
抜
チ
ー

ム
が
、選
手
発
掘
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

中
学
時
代
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
競

泳
の
経
験
が
あ
っ
た
私
に
声
が
か
か

り
ま
し
た
。
高
校
に
入
り
本
格
的
に

水
球
を
始
め
ま
し
た
が
、
泳
ぎ
の
能

力
と
球
技
の
経
験
が
あ
っ
た
た
め
、
水

球
と
い
う
競
技
に
は
す
ぐ
に
順
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
1
年
生

の
時
に
は
県
の
選
抜
選
手
に
選
ば
れ
、

翌
年
に
開
催
さ
れ
る
熊
本
国
体
に
向

け
て
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し

た
。
1
日
に
1
万
メ
ー
ト
ル
以
上
も
泳

ぐ
ス
イ
ム
練
習
や
終
わ
り
の
見
え
な

い
攻
防
練
習
。
苦
し
い
辛
い
練
習
も
あ

り
ま
し
た
が
そ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ

た
の
は
、
同
じ
志
を
持
っ
た
仲
間
が
い

た
こ
と
、
学
園
大
付
属
高
校
の
同
級

生
や
先
生
、
保
護
者
の
皆
様
の
応
援

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
熊
本
県
選
抜

チ
ー
ム
と
い
う
こ
と
も
あ
り
熊
本
高

校
や
済
々
黌
、
第
二
、
東
海
第
二
、
国

府
な
ど
の
選
手
た
ち
と
の
出
会
い
も

貴
重
で
し
た
。
選
手
た
ち
は
も
ち
ろ
ん

保
護
者
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、監
督
、コ
ー

チ
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
、
学
校
の
垣

根
を
超
え
て
地
元
国
体
に
向
け
て
一

致
団
結
し
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

試
合
で
は
ゴ
ー
ル
が
決
ま
る
度
に
割

れ
ん
ば
か
り
の
歓
声
が
上
が
り
、
勝
利

紫紺ズームアップ
～各界で活躍する
　　　　同窓生たち！！～

zoom
up
zoom
up
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
で

　
　
　
　

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

水
球
男
子
日
本
代
表
監
督　

塩
田　

義
法
（
40
期
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

　
　
　
　

健
康
づ
く
り
へ
生
涯
現
役
で

世
界
シ
ニ
ア
大
会
３
位

す
る
と
み
ん
な
が
涙
を
流
し
て
喜
び

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
熊
本
県
選
抜

チ
ー
ム
は
28
年
ぶ
り
に
国
体
で
３
位

入
賞
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
時
の
大
き
な
声
援
や
会
場
が
歓

喜
に
沸
く
情
景
は
今
で
も
鮮
明
に
脳

裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
熊
本
で
日
本
代
表
監
督
の

就
任
祝
賀
会
並
び
に
第
19
回
ア
ジ
ア

競
技
大
会
壮
行
会
を
水
球
関
係
者
の

方
た
ち
を
中
心
に
開
催
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
会
に
は
、
紫
紺
会
か
ら

も
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に
お
い
で
い

た
だ
き
、
祝
福
の
言
葉
と
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
卒

業
し
て
20
年
以
上
も
経
つ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
学
園
大
付
属
高
校
の
同
窓

生
に
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
心

よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

私
は
、水
球
へ
の
情
熱
を
持
ち
な
が
ら
、

選
手
た
ち
と
共
に
水
球
男
子
日
本
代

表
の
更
な
る
発
展
と
成
長
に
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
水
球
の
原
点
と
な
っ

た
高
校
時
代
の
仲
間
や
同
窓
生
た
ち

と
の
絆
も
、
私
の
人
生
に
お
け
る
貴
重

な
宝
と
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
と
も
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
で
、
日
本
代
表

の
試
合
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

水
球
関
係
者
が
集
ま
り
、
令
和
５
年
８
月
29

日
に
熊
本
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
日
本

代
表
監
督
の
就
任
祝
賀
会
並
び
に
第
19
回
ア

ジ
ア
競
技
大
会
壮
行
会
。
後
列
左
か
ら
４
人

目
が
塩
田
さ
ん

１
９
９
９
年
開
催
の
「
く
ま
も
と
未
来
国

体
」
に
出
場
し
た
熊
本
県
選
抜
チ
ー
ム
。
中

列
左
か
ら
３
人
目
が
塩
田
さ
ん

２
０
２
３
年
９
月
に
韓
国
で
開
か
れ
た
世
界

シ
ニ
ア
大
会
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
歳
嶋

さ
ん
（
前
列
左
）

退
職
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
属
高
校
の
思
い
出

新
海　

正
幸

　

紫
紺
会
の
皆
様
、
お
元
気
で
お
暮
ら
し
で

す
か
。
今
回
、
高
橋
校
長
か
ら
、
突
然
、
会

報
誌
へ
の
投
稿
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
職
員
時
代
の
思
い
出
や
現
況
な
ど
に
つ

い
て
の
事
を
。
今
年
の
春
で
71
歳
に
な
り
ま

し
た
が
、
い
ま
だ
に
大
好
き
な
付
属
高
校
で

英
語
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
場
も

コ
ロ
ナ
以
降
、
リ
モ
ー
ト
授
業
が
入
っ
て
き
た
り
、
電
子
黒
板
を
使
っ

て
パ
ソ
コ
ン
か
ら
映
像
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
た
り
し
て
授
業
形
態
も

変
わ
り
ま
し
た
。
チ
ョ
ー
ク
で
は
な
く
タ
ッ
チ
ペ
ン
を
使
う
の
で
、
指

が
か
さ
つ
い
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
元
来
、
I
T
機
器

な
ど
は
最
も
苦
手
な
分
野
な
の
で
、
操
作
等
で
授
業
中
パ
ニ
ッ
ク
に
な

り
、
生
徒
に
尋
ね
た
り
、
他
の
先
生
の
助
け
を
求
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

昔
に
比
べ
る
と
生
徒
も
（
他
の
学
校
の
生
徒
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
）

お
と
な
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

思
う
に
こ
の
学
校
で
50
年
近
く
教
壇
に
立
て
て
い
ら
れ
る
の
は
、
生

徒
や
保
護
者
、
周
り
の
先
生
た
ち
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

教
員
時
代
の
思
い
出
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
大
学
を
出

た
ば
か
り
で
、
い
き
な
り
１
年
２
組
の
男
子
ク
ラ
ス
の
担
任
を
持
ち
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
と
持
久
走
大
会
で
一
緒
に
走
っ
た
り
、
紫
紺
祭
の
ス

テ
ー
ジ
で
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
た
こ
と
な
ど
。
新
任
の
頃
は
、
朝
の

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど
な
く
、
授
業
の
時
に
出
勤
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

教
室
は
生
徒
も
教
職
員
も
土
足
で
し
た
。
30
歳
過
ぎ
か
ら
長
距
離
を
走

る
よ
う
に
な
り
、
国
内
、
海
外
で
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
も
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
が
、
タ
イ
ム
は

ひ
ど
い
も
の
で
す
。

　

皆
様
も
、
人
生
に
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
、
健
康
に
留
意
し
て
く
だ

さ
い
。

23
〜
25
歳
ま
で
国
体
選
手
で
３
回
出

場
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
15
年
間

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
か
ら
離
れ
て
い
ま
し

た
。
40
歳
の
時
、
長
男
が
小
４
で
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
に
入
部
し
た
の
を
機
に
再

開
。
そ
れ
以
降
は
仕
事
の
合
間
に
練

習
を
続
け
、
40
代
で
は
県
民
体
育
祭
、

50
代
以
降
は
県
社
会
人
大
会
に
毎
年

参
加
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
あ
る
県

大
会
で
は
、
ほ
ぼ
毎
年
優
勝
し
て
い
ま

す
。
60
歳
以
降
は
年
１
回
の
県
大
会

に
加
え
、
全
九
州
社
会
人
大
会
、
全
日

本
お
よ
び
世
界
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
に
出
場
し
、
全
日
本
シ
ニ

ア
で
は
65
歳
と
70
歳
の
時
に
優
勝
。

70
歳
と
71
歳
で
は
シ
ン
グ
ル
ス
と
ダ
ブ

ル
ス
の
２
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。
世
界

各
国
か
ら
約
３
千
人
の
選
手
が
集
ま

る
世
界
シ
ニ
ア
（
70
〜
74
歳
の
部
）
に

は
日
本
シ
ニ
ア
代
表
と
し
て
出
場
し
て

い
ま
し
て
、
２
０
１
９
年
の
ポ
ー
ラ
ン

ド
大
会
で
は
ミ
ッ
ク
ス
（
男
女
混
合
）

で
銀
メ
ダ
ル
、
今
年
９
月
の
韓
国
大
会

で
は
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
世

界
で
の
目
標
は
も
ち
ろ
ん
金
メ
ダ
ル
で

す
。
そ
う
い
っ
た
大
会
が
目
の
前
に
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
自
分
自
身
に
お
け
る

健
康
づ
く
り
の
一
環
で
あ
る
こ
と
が
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
続
け
る
上
で
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
頑

張
っ
た
結
果
と
し
て
各
大
会
で
の
優

勝
が
付
い
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

定
年
後
は
時
間
に
余
裕
が
出
て
き
ま

し
た
の
で
、
最
近
で
も
自
宅
近
く
に
あ

る
小
中
学
校
の
体
育
館
な
ど
で
日
々

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
練
習
を
続
け
て
い

ま
す
。
年
齢
を
重
ね
て
も
筋
肉
は
使

え
ば
使
う
ほ
ど
た
ま
る
、
ま
さ
に
「
筋

肉
は
貯
金
」
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
や
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
続

け
て
き
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
魅
力
は
、

サ
ー
ブ
や
ラ
リ
ー
に
お
け
る
相
手
と
の

駆
け
引
き
だ
と
思
い
ま
す
。
体
力
勝

負
の
た
め
勝
っ
た
時
の
喜
び
が
大
き
い

こ
と
も
魅
力
的
で
、
頑
張
っ
た
分
だ
け

結
果
が
付
い
て
き
ま
す
の
で
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
は
「
努
力
は
嘘
を
つ
か
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
生
涯
現
役
で
続
け
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

歳
嶋　

廣
久
（
5
期
）
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本
年
度
の
飾

馬
奉
納
紫
紺
会

の
隊
長
を
務
め

ま
し
た
46
期
の

冨
田
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
で

中
止
さ
れ
た
2
年
間
。
昨
年
は
わ
ず
か

18
団
体
と
い
う
中
で
副
隊
長
と
し
て
秋

季
例
大
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。
副
隊
長

と
し
て
の
務
め
を
果
た
し
な
が
ら
、
祭

り
に
参
加
す
る
先
輩
後
輩
の
皆
さ
ん
と

出
会
い
、
そ
し
て
楽
し
み
盛
り
上
が
る
。

そ
ん
な
か
け
が
え
の
な
い
時
間
や
絆
づ

く
り
の
架
け
橋
の
一
役
を
担
い
、
祭
り

の
素
晴
ら
し
さ
体
感
し
た
昨
年
の
勢
い

の
ま
ま
、
今
年
度
は
隊
長
と
し
て
久
し

ぶ
り
に
会
う
46
期
の
同
級
生
と
突
き
進

ん
だ
1
年
で
し
た
。

　

10
年
ぶ
り
の
同
窓
会
を
開
き
、
集

ま
っ
た
約
40
名
の
半
数
は
県
外
在
住

に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
同
級
生
か

ら
本
祭
や
御
旅
所
の
手
伝
い
か
ら
寄

付
な
ど
の
ご
協
力
を
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
高
校
時
代
は
あ
ま
り

交
流
が
無
か
っ
た
同
級
生
も
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
祭
り
を
機
会
に
仲
良

く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

何
よ
り
も
有
難
か
っ
た
の
は
、
隊
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
先
輩
方

に
様
々
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い

た
こ
と
で
す
。
辛
い
と
き
に
は
い
つ
も

「
隊
長
は
大
変
だ
け
れ
ど
も
頑
張
れ
」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
不
安
な
と

き
に
は
話
を
聞
い
て
も
ら
い
、
そ
ん
な

後
押
し
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
「
絶
対
に

祭
り
を
無
事
に
成
功
さ
せ
よ
う
！
」

と
最
後
ま
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
正
直
、
隊
長
を
務
め
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
当
初
は
、
隊
長
と
い
う
責
務

に
と
て
も
き
つ
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
祭
り
を

通
じ
て
繋
が
っ
た
先
輩
後
輩
や
46
期

の
み
ん
な
と
楽
し
ん
だ
、
と
て
も
良
い

時
間
だ
っ
た
と
し
み
じ
み
感
じ
て
お

り
ま
す
。
私
も
諸
先
輩
方
に
し
て
い

た
だ
い
た
よ
う
に
、
紡
が
れ
て
き

た
伝
統
を
次
に
託
す
思
い
で
後
輩

た
ち
が
祭
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
体

感
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
、
来

年
も
素
晴
ら
し
い
祭
り
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
今
に
紡
ぎ
続
け
て
き
た
多
く

の
諸
先
輩
方
に
心
か
ら
御
礼
申
し

上
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

（文責：飾馬奉納委員会）（文文責 奉納委員会）

◆令和5年度 寄付一覧◆（敬称略　順不同）
46期一同、大野会長、熊本学園大付属高校同窓会  紫紺会、熊本めぐみの園・バラ園35期  佐土原護、㈱重建、明和グループ 川口圭介、川口英之介、㈱前田産業、
㈱前田環境クリーン、熊本学園大付属高校、BAR あやな、㈱フレンド  杉野、ハコニワ、熊本アイ・ビー産業㈱、㈱すがコーポレーション 菅 聖、東亜シルク㈱  
4 期 長野和男、珈琲回廊、松本実業スナックゆうこ、LOVE GLOSS、おてもやん、炭焼き Kobayashi、木村光男、ちゃおず、ハッピーズポテト、㈲原田建設、
花畑吟魚こんや、うな雅、㈱ ZOUZA、㈲山根工業所、㈲島田吹付塗装、㈲浅野工務店、㈱八起建設、㈲サンケン、熊本トヨペット㈱、スナック明星パンチ、㈲パワー
ズ  酒とめし  RIKI、寿司・懐石  火の国、㈶杏仁会  青明病院、江南病院、介護老人保健施設  フォレスト熊本、ありさ、ヴィヴィット、熊本酸素、㈱キューテッ
ク 牧野雄一郎、㈱山代電機製作所 山代峰也、ダイキンHVACソリューション九州㈱、中立電機、明光電機、富士商会、㈱シラミズ、㈱共立電気、プラチナ、ラウンジ涼、
popola、32期  高濱知佳、焼鳥呑みてい 25期 木村圭治、寿山、浅草屋、鳥亭、円の家  24 期西岡、大窪栄一土地家屋調査士、テラス、鳥生、旨肉食堂ホルモンマン、
36期  佐藤健次、旬家はちどり、食堂ままかり、オートウイング  津川信行、Neo Style、毛利健太郎司法書士事務所、The Bar Amber、㈱中川建設工業、川口電工、
ひがし電工社、アクアワークス、㈱篠田板金、㈲インテリアワールド、かやのき、㈱山下建設、㈱竹屋金物店、斉藤工業、㈱嶋本外装、㈱池田工業、㈱宇佐美工業、
㈲弾丸実業、㈲ゼンユー企業、嶋本建設㈱、㈱装進プランニング、㈲熊床産業、山本屋、ハイファイブ㈱、焼き鳥うちわ、コグマ、巧新㈱、合資会社 宗富次商店、
㈲ Daiwa、㈱ LAN-ING アルファ、㈲齊藤クレーン、熊本総合設計㈱、㈱廣島、オフィスエスビーケー、ライトクラフト、㈱アートパーテーション、フジプラ、
㈱平成広告宣伝事務所、MARC DESIGN、RIPE  HAIR  廣瀬伸安、㈱アミテー（坪六）、熊本トヨペット㈱  齊藤相談役、アミィ㈱ 、一新会、15 期  島村昌宏、
資産総合鑑定㈱ 12 期 西川毅彦、QUATTRO 有馬拓郎、31期 安武光輝、ニュー天花 井上、㈱南栄開発 17 期 斉藤 忠、㈱ハイコム 甲斐達也（au 熊本下通店）、
天真爛漫、KOTORA、ひょご鳥、PERAO、㈱トゥエルヴ、ニューホテル熊本、丸米、シモイチ 山口、クラフトビール KAEN、スナックコトラ、山中真智、酒湊、大森 大島、
徳永雅三、和壇、キャサリンズ‘s BAR 19 期 藤本清美、RACコーポレーション 山代眞貴、スナック KAGUYA、15期 長野英子、佳山、九機工業㈱ 6期  梨子木和秀、
㈱こざき 13期 古崎正敏、熊本旅行㈱、ポーラ化粧品熊本中営業所2期  西村隆一郎、社会福祉法人 環友會、30期 松川優子、㈱エス・エス・齋藤、メンバーズ ウィ
ンズ、プレリュード 坂本、村上雄一、日の丸産業㈱、木野古美術店、㈱みらい、三浦造船所、菅組、エストホーム、IRIS、料亭松葉、富永徹裕、㈲エイアンドケイ企画、
相撲寿司 大砲部屋、おもちゃ、ツーセカンド、イスミ商事㈱、㈱みらい VISION、㈱高見商店、グランピングカフェバー・ゴング、司法書士松岡和孝、29期 古川雅敏、
クロスビート、すなっくさくら、㈱エム・エイト、ベルボナール、西澤空設工業  西峰会西澤、真珠のファースト  西峰会園田、ウェーブ  荒木貴夫、
COMEGHEAD 上乃裏店、㈱クリエイティブ・シコン、㈱コスギ不動産 小杉康之 Feliz hair and clothing、VIPERS  ROOM、乙女の隠れ家、ひのくま整骨院、
トルコ食堂タマム、マリッジ、榎崇文、ホテル日航熊本、酒馬 成蔵、慈愛園 子供ホーム、介護老人施設  湧心苑、燈、西野文人、ラウンジクイーン、酒場Ⅳ、下通繁栄会、
銀杏 藤田幸子、銀杏釜めし、いちごや  内田昌宏、きじや、ながいた、山本たばこ店、㈲相生プランニング 豊原新吾、㈱コウセイ、15期 家入浩一、15期  富田 伸、
ピンクウォーター 猿渡由紀 清田由紀、㈱ニコニコ不動産、34期 山田高大、クリーニングのフレンド  27 期内田貴夫、温石惣菜、ラ・ベレッツァ 19期 上野真裕、
Jellyfish  松永正行、ワンスフィールド、11期 藤本佳旦、ATTC㈱、旭緑化開発㈱、居酒屋そら、エステサロンモンナンジュ、三五、熊 KEN、スペインバル バレンシア、
らしく。、スワン、チアーズ、丁子屋、烏丸こんにゃく八十七商店 ※名称の誤り等ご容赦願います

伝
統
を
紡
ぎ
次
の
代
へ
託
す

伝
統
を
紡
ぎ
次
の
代
へ
託
す

飾
馬
奉
納
紫
紺
会　

隊
長　

冨
田 

修
成
（
46
期
）

飾
馬
奉
納
紫
紺
会　

隊
長　

冨
田 

修
成
（
46
期
）

9期

９期生の皆様へ　恒例の９期同窓会を下記の日程で開催します。
日時：令和６年４月６日（土曜日）
受付：17時30分
開宴：18時会場；熊本ホテルキャッスル
会費：10,000円
幹事：上野・貝塚
皆様のご参加をお待ちしてます。　　　　　代表幹事　上野　和徳

16期

16期の皆様へ同窓会の連絡
です。来年が66歳ですの
で、ロクロク寿での同窓会
に予定変更で準備始めまし
た。

代表幹事　藤木　勝幸

12期

12期のみんな元気ですか。
今回の古稀の年祝い会は同
級生の一割に満たない出席者
でした。次の喜寿の歳祝いは
倍以上の出席者となるように
よろしくお願いします。

代表幹事　臼杵　和孝

17期

「令和6年は、我が17期生
が高齢者の仲間入りをする
目出度い歳。新春大同窓会
で元気に顔合わせし、共に
盛り上がろう！」
代表幹事　山下　慶一郎

23期

23期の同窓会を開催しま
す。令和６年1月２日（火）
12時、熊本ホテルキャッス
ル。皆さんお待ちしてま
す。

代表幹事　川口　修
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。
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で
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た
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。
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18
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と
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で
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と
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。
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と
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の
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を
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し
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ら
、
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先
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後
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の
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と
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、
そ
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が
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。
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に
、
紡
が
れ
て
き

た
伝
統
を
次
に
託
す
思
い
で
後
輩

た
ち
が
祭
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
体

感
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
、
来

年
も
素
晴
ら
し
い
祭
り
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
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た
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に
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あ
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が
と
う
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た
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（文責：飾馬奉納委員会）（文文責 奉納委員会）

◆令和5年度 寄付一覧◆（敬称略　順不同）
46期一同、大野会長、熊本学園大付属高校同窓会  紫紺会、熊本めぐみの園・バラ園35期  佐土原護、㈱重建、明和グループ 川口圭介、川口英之介、㈱前田産業、
㈱前田環境クリーン、熊本学園大付属高校、BAR あやな、㈱フレンド  杉野、ハコニワ、熊本アイ・ビー産業㈱、㈱すがコーポレーション 菅 聖、東亜シルク㈱  
4 期 長野和男、珈琲回廊、松本実業スナックゆうこ、LOVE GLOSS、おてもやん、炭焼き Kobayashi、木村光男、ちゃおず、ハッピーズポテト、㈲原田建設、
花畑吟魚こんや、うな雅、㈱ ZOUZA、㈲山根工業所、㈲島田吹付塗装、㈲浅野工務店、㈱八起建設、㈲サンケン、熊本トヨペット㈱、スナック明星パンチ、㈲パワー
ズ  酒とめし  RIKI、寿司・懐石  火の国、㈶杏仁会  青明病院、江南病院、介護老人保健施設  フォレスト熊本、ありさ、ヴィヴィット、熊本酸素、㈱キューテッ
ク 牧野雄一郎、㈱山代電機製作所 山代峰也、ダイキンHVACソリューション九州㈱、中立電機、明光電機、富士商会、㈱シラミズ、㈱共立電気、プラチナ、ラウンジ涼、
popola、32期  高濱知佳、焼鳥呑みてい 25期 木村圭治、寿山、浅草屋、鳥亭、円の家  24 期西岡、大窪栄一土地家屋調査士、テラス、鳥生、旨肉食堂ホルモンマン、
36期  佐藤健次、旬家はちどり、食堂ままかり、オートウイング  津川信行、Neo Style、毛利健太郎司法書士事務所、The Bar Amber、㈱中川建設工業、川口電工、
ひがし電工社、アクアワークス、㈱篠田板金、㈲インテリアワールド、かやのき、㈱山下建設、㈱竹屋金物店、斉藤工業、㈱嶋本外装、㈱池田工業、㈱宇佐美工業、
㈲弾丸実業、㈲ゼンユー企業、嶋本建設㈱、㈱装進プランニング、㈲熊床産業、山本屋、ハイファイブ㈱、焼き鳥うちわ、コグマ、巧新㈱、合資会社 宗富次商店、
㈲ Daiwa、㈱ LAN-ING アルファ、㈲齊藤クレーン、熊本総合設計㈱、㈱廣島、オフィスエスビーケー、ライトクラフト、㈱アートパーテーション、フジプラ、
㈱平成広告宣伝事務所、MARC DESIGN、RIPE  HAIR  廣瀬伸安、㈱アミテー（坪六）、熊本トヨペット㈱  齊藤相談役、アミィ㈱ 、一新会、15 期  島村昌宏、
資産総合鑑定㈱ 12 期 西川毅彦、QUATTRO 有馬拓郎、31期 安武光輝、ニュー天花 井上、㈱南栄開発 17 期 斉藤 忠、㈱ハイコム 甲斐達也（au 熊本下通店）、
天真爛漫、KOTORA、ひょご鳥、PERAO、㈱トゥエルヴ、ニューホテル熊本、丸米、シモイチ 山口、クラフトビール KAEN、スナックコトラ、山中真智、酒湊、大森 大島、
徳永雅三、和壇、キャサリンズ‘s BAR 19 期 藤本清美、RACコーポレーション 山代眞貴、スナック KAGUYA、15期 長野英子、佳山、九機工業㈱ 6期  梨子木和秀、
㈱こざき 13期 古崎正敏、熊本旅行㈱、ポーラ化粧品熊本中営業所2期  西村隆一郎、社会福祉法人 環友會、30期 松川優子、㈱エス・エス・齋藤、メンバーズ ウィ
ンズ、プレリュード 坂本、村上雄一、日の丸産業㈱、木野古美術店、㈱みらい、三浦造船所、菅組、エストホーム、IRIS、料亭松葉、富永徹裕、㈲エイアンドケイ企画、
相撲寿司 大砲部屋、おもちゃ、ツーセカンド、イスミ商事㈱、㈱みらい VISION、㈱高見商店、グランピングカフェバー・ゴング、司法書士松岡和孝、29期 古川雅敏、
クロスビート、すなっくさくら、㈱エム・エイト、ベルボナール、西澤空設工業  西峰会西澤、真珠のファースト  西峰会園田、ウェーブ  荒木貴夫、
COMEGHEAD 上乃裏店、㈱クリエイティブ・シコン、㈱コスギ不動産 小杉康之 Feliz hair and clothing、VIPERS  ROOM、乙女の隠れ家、ひのくま整骨院、
トルコ食堂タマム、マリッジ、榎崇文、ホテル日航熊本、酒馬 成蔵、慈愛園 子供ホーム、介護老人施設  湧心苑、燈、西野文人、ラウンジクイーン、酒場Ⅳ、下通繁栄会、
銀杏 藤田幸子、銀杏釜めし、いちごや  内田昌宏、きじや、ながいた、山本たばこ店、㈲相生プランニング 豊原新吾、㈱コウセイ、15期 家入浩一、15期  富田 伸、
ピンクウォーター 猿渡由紀 清田由紀、㈱ニコニコ不動産、34期 山田高大、クリーニングのフレンド  27 期内田貴夫、温石惣菜、ラ・ベレッツァ 19期 上野真裕、
Jellyfish  松永正行、ワンスフィールド、11期 藤本佳旦、ATTC㈱、旭緑化開発㈱、居酒屋そら、エステサロンモンナンジュ、三五、熊 KEN、スペインバル バレンシア、
らしく。、スワン、チアーズ、丁子屋、烏丸こんにゃく八十七商店 ※名称の誤り等ご容赦願います
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9期

９期生の皆様へ　恒例の９期同窓会を下記の日程で開催します。
日時：令和６年４月６日（土曜日）
受付：17時30分
開宴：18時会場；熊本ホテルキャッスル
会費：10,000円
幹事：上野・貝塚
皆様のご参加をお待ちしてます。　　　　　代表幹事　上野　和徳

16期

16期の皆様へ同窓会の連絡
です。来年が66歳ですの
で、ロクロク寿での同窓会
に予定変更で準備始めまし
た。

代表幹事　藤木　勝幸

12期

12期のみんな元気ですか。
今回の古稀の年祝い会は同
級生の一割に満たない出席者
でした。次の喜寿の歳祝いは
倍以上の出席者となるように
よろしくお願いします。

代表幹事　臼杵　和孝

17期

「令和6年は、我が17期生
が高齢者の仲間入りをする
目出度い歳。新春大同窓会
で元気に顔合わせし、共に
盛り上がろう！」
代表幹事　山下　慶一郎

23期

23期の同窓会を開催しま
す。令和６年1月２日（火）
12時、熊本ホテルキャッス
ル。皆さんお待ちしてま
す。

代表幹事　川口　修



令和5年度 収支予算案 紫紺会 令和5年度 事業計画（2023年4月～2024年3月）令和5年4月1日～令和6年3月31日

　今回の同窓会報誌「紫紺」は33回目となり、私自身広報委員長として携わらせていただき、３回目の発行となりました。発行にあたりご協力を頂きました同窓生の皆様、学校関
係者の皆様に心からの感謝を申し上げます。
　本号は、発行時期を昨年の９月から11月へ変更させていただいております。これは、会報誌の中に例年１月に開催される大同窓会の案内を掲載してほしいとの意見を代表幹事会
からいただいたことによります。お待ちいただいておられた皆様には、ご不便をおかけしました。
　本委員会ではホームページやフェイスブックの更新をリアルタイムに発信しております。会の活動状況や、参加されたことのない方々が将来参加される一つの契機になればと努め
ております。今後も会における最前線の情報発信を通して、同窓生の方々のお役に立てるよう努めて参ります。
　最後に、前回発行しました『会報紫紺 第32号』３頁における「2022年度入試 合格者数」の記載内容に誤りがございました。訂正文はホームページの「お知らせ」に掲載してお
ります。毎年楽しみにご覧いただいておられる皆様に委員会を代表し、深くお詫び申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　広報・情報委員長　宮村勇一郎（23期生）

●会　　費　3,000円
●納　　期　早目の納入をお願いします。
●納入方法　同封の振込用紙にて、郵便局または振込用紙裏に

記入してあるコンビニエンスストアでご送金いた
だくか、下記口座に直接お振込下さい。

【お振込先】
　銀行振込の口座番号は下記の通りです。なお、銀行口座引き
落としをご利用の方は新たに振込みの必要はありません。
　・肥後銀行　県庁支店　普通口座　口座番号 1303908
　　　　　　　　　　　　熊本学園大学付属高校紫紺会
　・熊本銀行　水前寺支店　普通口座　口座番号 0259310
　　　　　　　　　　　　熊本学園大学付属高校紫紺会
　・熊本第一信用金庫　本店営業部　普通口座　口座番号 946549
　　　　　　　　　　　熊本学園大学付属中学高等学校同窓会紫紺会

　同窓会活動は長きにわたり活発に展開されています。これも
同窓生の皆様によるご協力のたまものと感謝申し上げます。活
動には、最低限の資金を必要とし、皆様の会費によって支えら
れている事をご留意いただき、どうか早めの会費納入をお願い
いたします。

本年度予算額（A） （A）－（B）前年度決算額前年度予算額（B）科　　　　　目
Ⅰ 事業活動収支の部
　1 事業活動収入
　　①基本財産運用収入
　　　　受取利息
　　②受取入会金
　　　　入会金収入
　　③受取会費
　　　　年会費収入
　　　　終身会費収入
　　④事業収益
　　　　懇親会費（大同窓会）
　　　　懇親会費（歳祝いの会）
　　　　現役部活激励会（事業活動委員会）
　　　　事業収入（事業活動)
　　　　広告収入
　　⑤補助金等収入
　　　　受取寄付金
　　　　補助金等
　　事業活動収入計
　2 事業活動支出
　　①事業費
　　　　広報・情報委員会
　　　　事業活動委員会
　　　　　大同窓会
　　　　　歳祝いの会
　　　　青年部委員会
　　　　財務委員会
　　　　飾り馬奉納支援金
　　　　紫紺経済同友会
　　　　クラブ奨励金
　　　　卒業記念品費
　　　　特別活動事業費
　　②会議費
　　　　総会費
　　　　役員会費
　　　　代表幹事会費
　　③管理費
　　　　事務局費
　　　　事務局要員費
　　　　学年同窓会開催支援金
　　　　会員名簿委託管理料
　　　　新聞広告費
　　　　旅費交通費
　　　　慶弔費
　　　　雑費
　　事業活動支出計
　事業活動収支差額
Ⅱ 投資活動収支の部
　1 投資活動収入
　　投資活動収入計
　2 投資活動支出
　　特定資産（指定正味財産）の取得
　　　奨学金事業引当資産繰入（定期預金）
　　　記念事業引当資産繰入（定期預金）
　　投資活動支出計
　投資活動収支差額
Ⅲ 財務活動収支の部
　1 財務活動収入
　　財務活動収入計
　2 財務活動支出
　　投資活動支出計
　投資活動収支差額
Ⅲ 予備費支出
　　　予備費
　　　当期収支差額
　　　前期繰越収支差額
　　　次期繰越収支差額

会費納入のお願い

終身会費について

行　　　事曜日月 場　所 時　間 主な内容等 担　当

事務局

事務局

財務委員会

事務局

事業活動委員会

事務局

経済同友会
委員会

事務局

事務局

事務局

飾馬奉納実行委員会

飾馬奉納実行委員会

飾馬奉納実行委員会

事務局

事務局

事務局

青年部

代表幹事会

事業活動委員会

東京紫紺会

事務局

事務局・広報委員会

会長

12

10

16

3

7

8

12

9

13

11

8

13

3

10

27

14

2

3

水

水

火

土

水

土

水

水

水

水

水

水

水

水

土

水

4,020,000
4,020,000
3,000,000
2,500,000
500,000
4,900,000
3,000,000
1,700,000

200,000
500,300
500,000
300

12,420,300

8,830,000
2,830,000

2,800,000
2,000,000
200,000
100,000
100,000
100,000
100,000
600,000

550,000
50,000

500,000
1,640,000
1,200,000

100,000

50,000
50,000
60,000
180,000

11,020,000
1,400,300

0

500,000
500,000

△ 500,000

0

0
0

900,300
26,025,617
26,925,917

4,190,000
4,190,000
3,200,000
2,200,000
1,000,000
4,700,000
2,800,000
1,600,000

300,000
0

12,090,000

8,350,000
3,050,000

2,500,000
1,700,000
150,000
50,000
100,000
100,000
100,000
600,000

370,000
150,000
120,000
100,000
2,060,000
1,000,000
440,000
150,000
110,000
50,000
100,000
60,000
150,000

10,780,000
1,310,000

0

1,000,000
1,000,000

△ 1,000,000

0

0
0

310,000
26,976,113
27,286,113

3,700,000
3,700,000
2,770,000
1,800,000
970,000
3,440,000
2,196,000
1,244,000

5,372

5,372
9,915,372

7,090,266
2,743,985

2,200,659
1,415,092

100,000

100,000
530,530

388,542
199,870
92,852
95,820

1,486,068
898,006
122,866
131,072

41,800
46,600

245,724
8,964,876
950,496

0

0
0

0

0
0

950,496
26,025,617
26,976,113

0
0

170,000
170,000
200,000

△ 300,000
500,000

△ 200,000
△ 200,000
△ 100,000

0
0

100,000
△ 500,300
△ 500,000
△ 300

△ 330,300
0

△ 480,000
220,000

0
△ 300,000
△ 300,000
△ 50,000
△ 50,000

0
0
0
0
0

△ 180,000
100,000
120,000

△ 400,000
420,000

△ 200,000
440,000
50,000
110,000

0
50,000

0
△ 30,000
△ 240,000
△ 90,300

0
0
0
0
0
0

500,000
500,000

△ 500,000
0
0
0
0
0
0
0
0

△ 590,300
950,496
360,196

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

代表幹事会

常任理事会

決算・会計監査

通常総会

紫紺年祝いの会

代表幹事会

紫紺経済同友会総会

年祝いの会・奨励賞授与式

常任理事会

代表幹事会

代表幹事会

飾馬　慰問

飾ﾘ卸

藤崎宮秋季例大祭

100％・代表幹事会

常任理事会

代表幹事会

20歳の同窓会

代表幹事会

新春大同窓会

東京紫紺会総会・交流会

常任理事会

紫紺会入会式

学園大学付属高等学校卒業式

19：00～20：30

19：00～20：30

19：00～20：00

18：00～18：30

19：00～21：00

19：00～21：00

18：00～

19：00～20：00

19：00～21：00

19：00～21：00

19：00～21：00

19：00～21：00

19：00～21：00

19：00～21：00

19：00～21：00

19：00～21：00

パレア会議室

流通情報会館

紫紺会事務局室

ホテル日航熊本

パレア会議室

松屋本館

流通情報会館

パレア会議室

流通情報会館

藤崎八幡宮

藤崎八幡宮

パレア会議室

パレア会議室

パレア会議室

流通情報会館

高校にて

成人式を迎える期の同窓会を
支援する

大同窓会について

年祝い・総会について

年頭のご挨拶、奨励賞授与

新卒業生の入会式

次期会長の承認及び大同窓会
について

　今回の対象は1期～15期になります。会報誌に同封されてい
る会費振込用紙で「終身会費」を選択し、郵便局またはコンビ
ニにてお振り込み頂ければ完了です。翌年からは会費振込用紙
は同封されません。
（終身会費￥10,000）


